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『波斯神話』
―若き日のアララギ派歌人とイランの英雄叙事詩―

緒 方 佑 衣

国立国会図書館の蔵書から

　

波ペ
ル
シ
ア斯
―
―
こ
の
言
葉
か
ら
思
い
浮
か
べ
る
も
の
は
、

猫
や
遺
跡
、
ラ
ク
ダ
の
隊
商
、
は
た
ま
た
正
倉
院
に

伝
わ
る
ガ
ラ
ス
の
器
…
…
。
人
に
よ
っ
て
様
々
だ
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
神
話
。
歌
人

土
屋
文
明
に
よ
っ
て
大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
に
刊
行
さ

れ
た
、
日
本
初
の
ペ
ル
シ
ア
の
神
話
の
本
で
す
。

　

ペ
ル
シ
ア
神
話
―
―
イ
ラ
ン
と
周
辺
地
域
（
ペ
ル

シ
ア
語
文
化
圏
と
も
言
え
ま
す
）
に
伝
わ
る
神
話
―

―
の
う
ち
、
本
書
で
は
主
に
、
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー

と
い
う
詩
人
が
書
い
た
英
雄
叙
事
詩
『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー

メ
（
王
書
）（

１
）』
の
物
語
が
訳
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
は
１
０
１
０
年
、
つ
ま
り
枕
草

子
や
源
氏
物
語
と
同
じ
頃
に
完
成
し
ま
し
た
。
約

６
万
も
の
対
句
か
ら
な
る
イ
ラ
ン
の
諸
王
と
英
雄
達

の
生
い
立
ち
や
戦
争
に
冒
険
、
恋
愛
を
綴
っ
た
英
雄

叙
事
詩
で
す
。
著
者
の
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
は
お
よ

そ
30
年
を
か
け
こ
の
大
叙
事
詩
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
は
イ
ラ
ン
版
の
記
紀
、
と
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
日
本
人
に
は
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
伝
承
を
集
め
、
最
初
の
王
カ
ユ
ー
マ
ル
ス
か

ら
ヤ
ズ
ド
ゲ
ル
ド
３
世
ま
で
の
、神
代
、英
雄
の
時
代
、

人
々
の
時
代
に
渡
る
イ
ラ
ン
諸
王
の
「
歴
史
」
が
記

さ
れ
、
後
世
の
人
々
に
は
そ
の
古
い
時
代
が
、
古
事

記
の
神
々
や
英
雄
た
ち
の
話
の
よ
う
に
「
神
話
」
と

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
イ
ラ

ン
の
民
族
的
な
叙
事
詩
と
し
て
好
評
を
博
し
、
広
く

今 月 の 一 冊

波斯神話
フイルダウシー 著、土屋文明 訳　向陵社　大正 5序　516p ; 
19cm<請求記号 355-67ろ>

（右上）イラン東北の町トゥースの墓所にあるフェルドウスィー像
（2016 年、筆者撮影）。フェルドウスィー（Ferdousī　940?-1025）

はトゥースの地主階級の生まれ。シャー・ナーメ執筆以前について
はよくわかっていません。また、完成したシャー・ナーメを君主に
捧げるも報われず、失意のうちに郷里で没したと言われています。

（上）土屋文明の肖像。
土屋文明 著『放水路　自選歌集』改造社　昭 11< 請求記号 720-
112>

標題紙。
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人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
イ
ラ

ン
に
お
い
て
も
、
国
民
的
な
文
学
と
し
て
重
視
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、古
式
体
操
の
拍
子
を
と
る
時
に
使
っ

た
り
、
広
場
の
名
前
に
な
っ
て
い
た
り
と
人
々
の
生

活
に
溶
け
込
み
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
明
治
時
代
前
半
か
ら
、
世
界
の
歴
史
や

宗
教
等
を
紹
介
し
た
本
で
ペ
ル
シ
ア
神
話
の
存
在
に
触

れ
て
い
る
例
が
あ
り（

２
）、
特
に
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
は
部
分

的
な
翻
訳
も
幾
つ
か
存
在
し
ま
し
た
が
、
ペ
ル
シ
ア
神

話
の
み
の
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
筆
者
が
確

認
で
き
た
範
囲
で
は
本
書
が
初
め
て
で
し
た
。

　

本
書
は
36
章
中
35
章
が
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
か
ら
採

ら
れ
て
お
り
、
英
語
に
よ
る
抄
訳
で
あ
る
種
本
か
ら

更
に
抜
粋
し
た
日
本
語
訳
で
、
有
名
な
部
分
で
あ
る
、

神
話
的
要
素
の
強
い
古
代
の
諸
王
の
話
と
、
英
雄
の

時
代
の
話
、
特
に
イ
ラ
ン
最
大
の
英
雄
と
し
て
名
高

い
ロ
ス
タ
ム
に
ま
つ
わ
る
冒
険
や
戦
争
、
ロ
マ
ン
ス

物
語
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
後
の
36
章

目
の
み
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
文
献
で
あ
る
ヴ
ェ
ン

デ
ィ
ダ
ー
ド
の
抄
訳
で
あ
り
、
世
界
の
始
ま
り
な
ど

の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
話
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

　

冒
頭
で
、
本
書
を
翻
訳
し
た
の
は
土
屋
文
明
、
と

見
て
、
短
歌
に
詳
し
い
方
は
「
あ
れ
？
」
と
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
明
は
、
実
感
的
、
生

活
的
、
即
物
的
な
作
風
の
短
歌
と
、
万
葉
集
の
研
究

で
知
ら
れ
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た

（上）ジャムシード王はシャー・ナーメで最も偉大で有
名な王の一人です。しかし、王の奢った心は彼に悲劇
を招き寄せます。イランではペルセポリス遺跡のこと
をタフテ・ジャムシード（ジャムシード王の玉座）と
呼び、彼が持っていた杯ジャーメ・ジャム（ジャム（ジャ
ムシード王）のジャーム（盃）の意）は、世界を見渡
せると言われ、イランの新聞の名前にもなっています。

（下）フェリードゥーン王の話は、隠れて牝牛に育てら
れた王家の血を引く子どもが、青年となって自分の素
性を知り、両肩に人食い蛇の生えた悪王ザッハークを
打ち倒す、王道の英雄物語。また、彼の 3 人の王子に国
を 3 つに分けて譲ったことで、イラン、トルコ（トゥー
ラ―ン）、ギリシア（ルーム）という 3 つの国ができ、
この後の悲劇や戦いに繋がっていきます。

イラン最初の王、カユーマルスは獣（豹）の皮衣を纏った王です。愛息
が敵対する悪魔親子に殺されてしまいますが、後に第 2 代目の王となる孫
フーシャングが動物たちを率いて敵を討ちます。
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『アララギ』の 2 月号に『波斯神話』の新刊紹介と島木赤彦
からのコメントが掲載されています。なお、広告は 1 月号
にも掲載され、その時は版に言及がありませんでしたが、2
月号では第 2 版となっており、増刷される程度には売れた
模様です。

『アララギ』10 巻 2 号　アララギ発行所　1917.2< 請求記号 Z13-
60>

（右）島木赤彦による紹介文。
（左）巻末の出版物紹介より。

歌
人
で
す
。
地
に
足
の
着
い
た
印
象
の
歌
人
と
、
は

る
か
遠
く
ペ
ル
シ
ア
の
神
話
の
間
に
一
体
ど
ん
な
繋

が
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

18
歳
の
時
に
歌
の
道
を
志
し
、
歌
人
伊
藤
左
千
夫

に
師
事
し
住
み
込
み
で
働
く
た
め
上
京
し
た
文
明
は
、

左
千
夫
の
勧
め
で
同
年
９
月
に
第
一
高
等
学
校
（
一

高
）
へ
進
学
し
ま
す
。
裕
福
と
は
言
え
な
い
出
身
の

文
明
は
、
一
高
、
東
京
帝
国
大
学
（
東
大
）
時
代
を

通
し
て
、
学
資
を
左
千
夫
等
の
伝
手
に
よ
る
援
助
に

頼
っ
て
お
り
、
自
身
で
も
翻
訳
や
原
稿
書
き
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
行
う
苦
学
生
で
し
た
。

　

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
に
文
明
は
東
大
を
卒
業
す
る

も
職
を
得
ら
れ
ず
、
経
済
的
に
苦
し
い
時
期
を
過
ご
し

ま
す
。
職
を
求
め
る
日
々
の
な
か
、
内
職
と
し
て
翻
訳

さ
れ
た
の
が
世
界
神
話
叢
書
の
第
２
巻
で
あ
る
本
書
で

し
た
。
困
窮
の
中
、
糊
口
を
凌
ぐ
為
に
翻
訳
さ
れ
た
本

書
に
つ
い
て
、
文
明
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
学
資
援
助
者
で
あ
っ
た
寺
田
憲
に
本
書
刊
行
を

知
ら
せ
、
献
本
す
る
際
の
手
紙（

３
）と
、
後
に
東
大
卒
業
後

に
つ
い
て
「
そ
れ
と
、
翻
訳
も
一
つ
二
つ
や
り
ま
し
た

ね
。
卒
業
し
た
あ
と
、そ
ん
な
こ
と
し
て
ね
。
翻
訳
だ
っ

て
、
そ
う
注
文
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し（

４
）」
と
述
べ
た

も
の
程
度
で
す
。
後
に
、
散
文
で
は
な
く
短
歌
の
道
を

選
ん
だ
文
明
に
と
っ
て
、
本
書
は
あ
る
種
、
若
気
の
至

り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

文
明
は
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
５
年
ま
で
に

詠
ん
だ
人
生
初
期
の
歌
を
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
に

『波斯神話』の広告

（右上）生まれつきの白髪を恐れた父サームに険しいアルボルズ山に捨てられたザー
ルは、霊鳥スィーモルグの養育により優れた青年に育ちます。美しいルーダーベ姫と
の恋に落ちるも、姫が悪王ザッハークの一族であることからイランの王様に結婚を反
対され……。イラン最大の英雄、ロスタムの父ザールの青年時代の物語。
ザールとルーダーベのエピソードは、なんと漫画に翻案されています。シャー・ナー
メを元に、著者がアレンジを加えた物語になっているので、本書と併せて読むと、「お
お！　このキャラクターをこう解釈するのか！」と 2 度美味しい。
諏訪緑 著『西（シナル）の国の物語　ペルシア神話より』小学館　2010< 請求記号 
Y84-J20028>

（右下）イランの王様も賢王ばかりではありません。カーウース王は様々なトラブルを
巻き起こしては、英雄ロスタムに助けられます。この挿絵では、玉座に鷲を繋いで空
の散歩を楽しんでいますが、さてこの後のことまで考えているのかと言うと……。
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出
し
た
第
一
歌
集
『
ふ
ゆ
く
さ
』
に
は
ご
く
少
数
し

か
載
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
散
文
を
含
む
こ
の
時
期
の

作
品
は
、
自
身
の
文
学
の
在
り
方
を
模
索
す
る
な
か
、

茂
吉
ら
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
若
手
歌
人
達
や
第
三
次
『
新

思
潮
』
同
人
な
ど
同
窓
生
ら
、
自
然
主
義
、
エ
キ
ゾ

チ
シ
ズ
ム
に
傾
く
文
学
的
風
潮
の
影
響
を
受
け
、
幻

想
的
な
要
素
、
神
秘
主
義
、
耽
美
主
義
な
ど
、
後
年

の
文
明
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
あ
ま
り
な
い
要
素
を
持
ち
、

ど
こ
と
な
く
、
ペ
ル
シ
ア
神
話
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ

を
感
じ
ま
す
。
道
定
ま
っ
た
後
に
振
り
返
る
に
は
、

あ
ま
り
に
青
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
若
き
日
の
一
面
や
、

英
語
で
夫
婦
喧
嘩
を
す
る
と
噂
さ
れ
る
程
の
英
語
力

が
垣
間
見
え
、
興
味
深
い
本
書
で
す
が
、
翻
訳
の
経

緯
も
、
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
と
の
出
会
い
や
感
想
も
想

像
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
偉
大
な
王
や
英
雄
が
戦
争
で
大
勝
利
を
収
め

る
勇
壮
な
物
語
の
一
方
、
度
重
な
る
異
民
族
に
よ
る

征
服
の
歴
史
を
反
映
し
て
か
、
多
く
の
賢
王
や
英
雄

に
運
命
の
皮
肉
が
降
り
か
か
る
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
の
、

「
だ
か
ら
報
連
相
、
報
連
相
を
…
…
怠
る
か
ら
あ
あ
あ

…
…
」
と
思
わ
せ
る
悲
劇
の
起
こ
り
っ
ぷ
り
は
、
な
ん

だ
か
歌
舞
伎
と
も
似
て
い
る
と
筆
者
は
思
い
ま
す
。
世

の
無
常
さ
、
物
の
哀
れ
へ
の
眼
差
し
、
さ
ら
に
判
官
贔

屓
が
日
本
人
と
も
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
本

書
の
後
に
も
度
々
、
邦
訳
さ
れ
ま
し
た
。
物
語
と
し
て

は
知
ら
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
ア
ル
ス
ラ
ー
ン
戦
記
」

シ
リ
ー
ズ
（
田
中
芳
樹 

著
）
の
人
名
や
神
話
の
一
部

ロスタムが敵国トゥーラ―ンの属国サマンガーンで、王女タハミーネとの間に設けた
息子ソフラーブは、まだ見ぬ父をイラン王にしようとイランのカーウース王に戦いを
挑みます。しかし、運命の皮肉にトゥーラ―ン王の姦計も加わり……。イラン最大の
悲劇として有名な物語。
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が
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
に
由
来
す
る（
５
）よ
う
に
、
創
作
な
ど

に
「
ペ
ル
シ
ア
風
味
」
を
加
え
る
た
め
の
ス
パ
イ
ス
の

宝
庫
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
を
お
読
み

の
方
も
、
人
生
の
ど
こ
か
で
実
は
触
れ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
、
そ
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1 ペルシア語で「シャー」は王、「ナーメ」は書物や書
状、手紙のことです。日本では訳して「王書」と呼ばれ
ることも。現代イラン及び日本で最も知られているの
はフェルドウスィーのものですが、他にも同名の書を著
した人がいるため、誰々のシャー・ナーメと示すことが
一般的です。とはいえ、本稿では煩雑さを避けるため、
単に「シャー・ナーメ」としています。
2 例えば、ペルシアの世界の始まりについては『万国初』
東井潔全 編　森本太助　明治9（https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/815018）、シャー・ナーメは『万国史鑑　
第1編(東方古代ノ帝王国)』ウヰルリアム・スウィント
ン (斯氏) 著[他]　淡海書屋　明治19（https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/2931755）に見えます。
3 『土屋文明書簡集』小市巳世司 編　石川書房　2001　
p.46.<請求記号 KH639-G428>
4 『歌あり人あり　土屋文明座談』土屋文明［述］、 片
岡貞美 編　角川書店　1979　p.9.<請求記号 KG625-
154>
5 『風塵乱舞』（アルスラーン戦記6）　田中芳樹 著　角
川書店　1989　pp.229-233.<請求記号 KH596-E248>
6 Firdawsī, The Sháh Námeh of the Persian poet Firdausí, 
translated and abridged, in prose and verse, with notes 
and illustrations. by J. Atkinson, Printed for the Oriental 
Translation Fund of Great Britain and Ireland; sold by J. 
Murray, 1832（当館所蔵 無し。書 誌 情 報はLibrary of 
Congress Catalogより）
7 文明の蔵書は空襲で焼けてしまっており、その全容は
わかりません。現在の東京大学の蔵書（大正12年以前
の蔵書は関東大震災で多くが焼失）には1886年刊行（推

定）のものがありますが、新型コロナウィルス流行の為、
収集時期の調査はできていません。

○参考文献
`FERDOWSI, ABU'L-QĀSEM,’ ENCYCLOPÆDIA IRANICA.　
https://www.iranicaonline.org/articles/ferdowsi-index
大塚和夫［ほか］編『岩波イスラーム辞典』岩波書店　
2002<請求記号 GE8-G15>
黒柳恒男 著『新ペルシア語大辞典』大学書林　2002<
請求記号 KN72-G5>
大 塚 修 著『 普 遍 史 の 変 貌　The Transformation of 
the General Histories in Persianate Societies　 ペ ル シ
ア語文化圏における形成と展開』名古屋大学出版会　
2017<請求記号 G22-L11>
フイルドゥスィー［著］、黒柳恒男 訳『王書　ペルシア
英雄叙事詩』平凡社　1994<請求記号 KN76-E10>
フェルドウスィー 作、岡田恵美子 訳『王書　古代ペ
ルシャの 神 話・伝 説 』岩波 書店　1999<請求 記号 
KN76-G4>
土屋文明 著『羊歯の芽』筑摩書房　1984<請求記号
KH639-395>

「土屋文明」群馬県立土屋文明記念文学館　http://
bungaku.pref.gunma.jp/profile 
群馬県立土屋文明記念文学館 編『若き日の土屋文明　
あまた人々の恵みあり　第109回企画展土屋文明・生
誕130年没後30年記念展』群馬県立土屋文明記念文
学館　2020<請求記号Y121-M5027>
土屋文明記念文学館 編『歌人土屋文明　ひとすじの
道』塙書房　1996<請求記号 KG625-G43>
※URLの最終アクセス日：令和3年2月10日
※ペルシア語のカタカナ表記は『新ペルシア語大辞典』
の読みに基づく。ただし、慣例による読みが一般的な
ものについては慣例に従った。

当館所蔵の Atkinson 訳シャー・ナーメのうち、明治 40 年購求のもの（他に大正 4 年
購求のものもあり）。
The Literature of Persia / with a special introd. by Richard J. H. Gottheil, Rev. ed, 
Colonial Press, 1900< 請求記号 891.5-L776p>
pt. 1. The Sháh Námeh, by Firdusi (Abul Kasim Mansur), translated by James 
Atkinson. The Rubáiyát of Omar Khayyám, translated by Edward Fitzgerald. The 
Divan, by Háfiz, translated by H. Bicknell.

序文である「波斯神話小引」では
本書のシャー・ナーメ部分は James 
Atkinson の散文・韻文交じりの本
により、章題はそのまま用いたと
だけ述べられています。詳しい書
名 や 出 版 社 は な く、Atkinson 訳
シャー・ナーメ 6 の、刊行（1832 年）
から文明が本書を翻訳した大正 5

（1916）年までに出版されたいく
つかの版のうち、文明が見た版を
特定することはできません。可能
性が高いのは、文明の個人蔵書や、
卒業したばかりの東大の蔵書あた
りでしょうか 7。しかし、Atkinson
訳シャー・ナーメは、文明が本書
を翻訳していた時期に当館の前身
である帝国図書館にも所蔵されて
いました。少なくとも本文の内容
は本書と同じなので、両者を見比
べて、若き日の文明の翻訳の工夫
を探ってみるのも良いかもしれま
せん。

『波斯神話』の種本

（上）トゥースにあるフェルドウスィーの墓所。奥
に見える墓の中は見学でき、美しいレリーフで飾
られています。パフラヴィー朝時代には、様々な
英雄が外敵を打ち倒すシャー・ナーメは、民族意
識の高揚を促し国威発揚に有効であったため、作
中に登場する英雄の名前が軍艦に付けられるな
ど、国家的に取り上げられました。この墓所も、
生誕 1000 年祭にあわせて国家事業として整備され
たものです。

（下）イランの首都、テヘランにあるフェルドウ
スィー広場で町の賑わいを見守るフェルドウスィー
像。近くには地下鉄のフェルドウスィー駅も。
※ 2016 年、筆者撮影（上下とも）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/815018
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/815018
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2931755
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2931755
https://www.iranicaonline.org/articles/ferdowsi-index
http://bungaku.pref.gunma.jp/profile
http://bungaku.pref.gunma.jp/profile
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２
０
２
１
年
３
月
号
で
大
正
昭
和
前
期

の
庶
民
、
特
に
地
方
の
読
書
人
が
頼
り
に

し
た
特
価
本
の
通
信
販
売
目
録
の
う
ち
、

BtoB

、
す
な
わ
ち
地
方
書
店
や
露
店
商
な

ど
、
業
者
向
け
の
カ
タ
ロ
グ
を
中
心
に
紹

介
し
た
。
今
回
はBtoC

、
つ
ま
り
直
接
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
、
読
者
に
向
け
て
発
行
さ
れ

た
カ
タ
ロ
グ
を
紹
介
す
る
。

読
書
世
界
（
育
文
館
）

　

育
文
館
は
、
東
京
の
京
橋
で
『
俳
句

と
批
評
』
と
い
う
雑
誌
を
出
し
て
い
た
本

屋
。
大
正
期
も
江
戸
期
の
延
長
で
「
本
屋
」

は
、
出
版
、
取
次
、
小
売
り
、
古
本
売
買

を
兼
業
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
業
者

で
な
く
読
者
向
け
の
特
価
本
目
録
と
し
て

は
古
く
、
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
４
月

２
８
４
号
と
あ
る
の
で
、
月
刊
で
逆
算
す

る
と
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
が
創
刊
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
不
詳
。
あ
る
い
は

単
な
る
新
刊
紹
介
が
い
つ
の
ま
に
か
特
価

本
目
録
に
な
っ
た
も
の
か
。
価
格
は
定
価

の
６
割
ほ
ど
。

　

特
価
本
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
た
る
読
書
人

向
け
の
目
録
の
特
徴
は
、タ
イ
ト
ル
に
「
読

書
」
と
銘
打
つ
も
の
が
多
い
こ
と
、
図
版

が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
読
書
に
関

す
る
記
事
が
載
る
こ
と
で
あ
る
。「
図
書

館
を
通
じ
て
見
た
る
読
書
界
の
傾
向
」（
Ｂ
）

は
帝
国
図
書
館
に
お
け
る
出
納
数
か
ら
人

気
図
書
を
探
る
と
い
う
も
の
。
育
文
館
は

「
読
書
金
言
」
を
募
集
し
て
い
る
（
Ｃ
）
が
、

も
し
図
書
に
な
っ
て
い
た
ら
、
同
時
代
の

読
書
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
わ
か
る
資
料

に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

薬
草
栽
培
や
養
鶏
な
ど
実
用
書
に
な
ら

ん
で
、
21
版
を
重
ね
た
『
ほ
れ
さ
せ
る
法
』

と
い
う
の
が
出
て
い
る
が
（
Ｄ
）、
こ
れ
は

香
山
哲
人
『
人
心
操
縦
法　

心
理
応
用
』

（
東
雲
閣
、
１
９
１
６
）
の
改
題
か
。
元

特
価
本
目
録
は
庶
民
読
書
の
証
言
者
（
後
編
）

小
林 

昌
樹

国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本

A

＜前回のあらすじ＞

明治 30 年頃、新刊書籍や

雑誌の売れ残りを安く売

る「特価本」が誕生した。

露店や列車内など様々な

場所で売られ、通信販売目

録により地方でも買うこ

とができた。
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版
を
見
る
と
、
中
身
は
心
理
一
般
で
、
特

価
本
と
な
る
際
に
、
よ
り
売
れ
る
タ
イ
ト

ル
に
改
題
・
改
装
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
必
ず
し
も
売
れ
な

い
本
で
な
く
、
そ
れ
な
り
に
売
れ
る
も
の

の
紙
型
を
仕
入
れ
て
来
て
新
版
の
ご
と
く

に
し
て
出
版
す
る
本
を
「
つ
く
り
本
」  

と

い
い
、
特
価
本
の
一
種
で
あ
っ
た
。

帝国図書館（明治 39（1906）
年新築当時）

「紙型本」とも言う。倒産した出
版社などから放出された「紙型」

（活版を型にした特殊パルプの
板）を安く仕入れて来て印刷し、
表紙やタイトルを換えて新刊書籍
として売るもの。定価表示はそ
のままで原価がほとんどかからな
いので実際にはかなり安く売る。

つくり本とは？

B

D C

『読書世界』第 284 号　大正 8（1919）年 4 月

A 表紙。

B 記事「図書館を通じて見たる読書界の傾向」。

C 読書金言募集部分。

D 主に実用書が並んだ目録。

（右）石井研堂 著『独立自営営業開始案内　
第３編』博文館　大正 2　https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/946261（ モノクロ
画像）

（左）香山哲人 著『人心操縦法　心理応用』
東 雲 閣　 大 正 5　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/919096（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/946261
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/946261
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/919096
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/919096
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読
書
世
界
（
大
日
本
出
版
協
会
）

　

こ
ち
ら
は
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
９

月
発
行
の
１
巻
２
号
と
あ
る
の
で
、
創
刊

し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、「
新
刊
の
良
書

を
定
価
の
半
値
段
で
売
つ
た
為
に
書
籍
商

組
合
よ
り
抗
議
と
迫
害
と
を
受
け
ま
し

た
」
と
訴
え
て
い
て
（
Ｆ
）、
当
時
、
実

際
に
新
刊
書
店
が
定
価
売
り
を
励
行
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
皆
さ
ん
！

是
等
の
書
物
が
御
地
方
の
書
店
で
定
価
よ

り
一
銭
た
り
と
も
安
く
買
え
ま
す
か
、
否

買
へ
ま
す
ま
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

方
で
も
定
価
売
り
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
、
こ
の
目
録
が
地
方
読
書
家
を
狙
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

溝口白羊 著『熱血史談　第
1 編（国難）』日本評論社出
版 部　 大 正 10　https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/968009（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

E

F

『読書世界』第 1 巻第 2 号　大正
15（1926）年 9 月

E 表紙の書名。

F 冒頭の読者への訴え。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/968009
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/968009
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/968009
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奥付とは別に、表紙や裏表紙
に印刷される発行人などの情
報。例えば「題号、発行の定
日、逐号番号、発行年月日及「*
年 *月*日第三種郵便物認可」」
といったもの。郵便規則や出版
業界慣例などによって表示され
る。

法定文字とは？

一
元
社
月
報

　

発
行
し
た
一
元
社
は
無
名
だ
が
、
め
ず

ら
し
く
１
部
２
銭
の
定
価
が
つ
い
て
い
る

特
価
本
目
録
。
10
万
部
を
頒
布
し
て
い
る

が
ご
と
き
記
述
が
巻
頭
の
文
に
あ
る
。
大

正
15
（
１
９
２
６
）
年
10
月
発
行
。
社
名

の
「
一
元
社
」
は
オ
ー
ナ
ー
が
「
林
元
弌
」

だ
か
ら
ら
し
い
こ
と
が
裏
表
紙
の
法
定
文

字
か
ら
わ
か
る
（
Ｈ
）。
戦
前
の
版
元
は

多
数
の
屋
号
を
使
い
分
け
た
の
で
、
こ
う

い
っ
た
法
定
文
字
か
ら
所
在
地
や
名
義
人

の
情
報
を
得
て
同
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

（右）『野球界』16（9）　野球界社　1926.7< 請求
記号 雑 35-83>

（左）『少女画報』15（5）　新泉社　1926.5< 請求
記号 Z32-551>

国立国会図書館にある本

G

I

『一元社月報』10 月号　大正 15（1926）年 10 月

G 表紙。

H 裏表紙に法定文字が記載されている。

I 月遅れ雑誌の目録。

H
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『耕文社月報』第 13 巻第 7 号　［昭和 4（１９２９）年］

J 本の宣伝で埋め尽くされた表紙。下部には回覧の
お願いも。

K 主に実用書が並ぶ販売目録。

（右）山内秋生 編『手紙百科大辞典　実用便覧』
手 紙 研 究 会　 大 正 13　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/917749（モノクロ画像）

（左）日本雄弁演説学会 編『五分間演説秘法　即
席活用』錦文堂　大正 11　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/913746（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

耕
文
社
月
報

　

お
そ
ら
く
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
の

７
月
号
。
13
巻
７
号
と
あ
る
の
で
、
創
刊

は
大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
表
紙
は
な
ん
と
も
俗
っ
ぽ
い

が
、
一
般
向
け
な
の
で
一
応
デ
ザ
イ
ン
が

な
さ
れ
て
い
る
。（
Ｋ
）
で
手
紙
の
書
き
方

本
に
な
ら
ん
で
『
記
憶
力
増
進
頭
脳
明
快

法
』
と
い
っ
た
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
な
い
時
代
、
記
憶
術
は
個
人
に

と
っ
て
実
用
品
だ
っ
た
。
同
ペ
ー
ジ
に
卓

上
の
用
字
便
覧
が
出
て
い
る
が
、
い
ろ
は

引
き
で
、
や
や
古
め
か
し
い
。
こ
う
い
っ

た
廉
価
版
小
辞
典
も
特
価
本
の
枠
で
売
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

J

K

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/917749
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/917749
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/913746
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/913746
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『雑誌タイムス』第 36 号　大正 15
（1926）年 2 月

L 表紙。中央には読者へのあいさつ。

M 公文社の店頭。

N 同じく公文社の倉庫。

『雑誌タイムス』第 42 号　大正 15
（１９２6）年 8 月

O 表紙。以前より宣伝文句が強調
されている。

P 表紙裏には読者へのあいさつと
雑誌を山と積んだ倉庫前の様子を
写した写真。

雑
誌
タ
イ
ム
ス
（
公
文
社
）

　

大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
２
月
発
行

で
36
号
と
あ
る
の
で
、
初
号
は
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
ご
ろ
か
。
発
行
元
は
、

仲
御
徒
町
に
あ
っ
た
公
文
社
と
い
う
特
価

本
屋
で
あ
る
。
珍
し
く
店
頭
お
よ
び
倉
庫

が
写
真
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
、
Ｎ
）。

自
社
の
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
お
り
、
か
な

り
手
広
く
個
人
向
け
通
信
販
売
を
や
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

42
号
（
１
９
２
６
年
８
月
）
は
「
誌
上

露
店
」
と
称
し
「
肩
の
こ
ら
ぬ
続
物
〔
読

物
か
〕
を
選
ん
で
満
載
し
、
露
店
気
分
た

つ
ぷ
り
な
る
破
格
の
安
売
均
一
販
売
を
断

行
」（
Ｐ
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
逆
に
、
都
市

部
で
は
特
価
本
の
主
た
る
小
売
り
販
路
が

露
店
で
、
な
お
か
つ
常
識
化
し
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
。
55
号
（
１
９
２
７
年
９
月
）

で
は
「
十
万
タ
イ
ム
ス
読
者
」
か
ら
投
書

を
募
集
し
て
い
る
。
投
書
雑
誌
は
原
稿
料

が
不
要
な
の
で
新
興
出
版
者
が
こ
こ
ろ
が

け
る
事
業
の
一
つ
だ
っ
た
。
投
稿
者
の
住

所
か
ら
、
郡
部
に
読
者
を
得
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る 

。

　

一
見
大
躍
進
の
公
文
社
も
、手
元
の
『
雑

誌
タ
イ
ム
ス
』
64
号
（
１
９
２
８
年
８
月
）

に
な
る
と
、
紙
質
が
極
端
に
悪
く
な
っ
て

お
り
、
経
営
状
態
が
悪
化
し
た
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。
通
販
は
業
績
の
浮
沈
が
激
し

か
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
の
後
、
廃
業
し
た

も
の
だ
ろ
う
か
。

O

P

LM

N



12国立国会図書館月報 721/722号 2021.5/6

三
水
月
報
／
月
刊
読
書
新
聞
／
読

書
新
聞
月
刊
大
洋

　

三
水
社
と
し
て
始
ま
る
読
書
新
聞
大
洋
社

は
、
戦
前
特
価
本
屋
の
通
信
販
売
に
お
け
る

雄
と
い
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
当
初
の
一

般
向
け
特
価
本
目
録
が
月
刊
誌
化
し
、
似
た

名
称
で
統
制
会
社
が
ら
み
の
『
日
本
読
書
新

聞
』（
１
９
３
７
‐
１
９
８
４
）
か
ら
敵
視

さ
れ
る
勢
い
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

官
報
に
残
る
広
告
に
よ
る
と
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
ご
ろ
、
月
遅
れ
雑
誌
専

門
の
通
信
販
売
業
者
と
し
て
発
足
し
た
ら

し
い
が
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
か
ら

雑
誌
や
「
作
り
本
」
な
ど
も
出
版
し
つ
つ

事
業
を
拡
大
、『
月
刊
読
書
新
聞
』
昭
和

12
年
２
月
号
（
Ｒ
）
が
５
巻
２
号
な
の
で
、

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
ご
ろ
に
『
三
水

月
報
』
を
雑
誌
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
の
我
々
に
と
っ
て
通
信
販
売
目
録

が
雑
誌
化
し
た
ゆ
え
の
あ
り
が
た
み
は
、
掲

載
さ
れ
た
記
事
に
地
方
の
読
書
実
態
解
明

へ
の
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
「
読
書
雑
感
」
欄
で
秋
田
の
文
人
、

石
田
玲
水
が
「〔
図
書
館
の
冊
子
〕
目
録
と

カ
ー
ド
は
殆
ど
頭
脳
を
駆
け
め
ぐ
つ
て
い

づ
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
と
い
ふ
決
定
心
を
迷

は
す
こ
と
甚
だ
し
く
」
な
ど
と
指
摘
す
る
。

６
巻
９
号
（
１
９
３
８
年
10
月
）
で
は
「
女

学
生
と
読
書
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
六
浦
通

應
な
る
人
物
が
、
自
分
が
管
理
す
る
学
校
図

書
館
の
実
態
を
報
告
し
て
い
る
。
蔵
書
の
半

分
は
文
学
書
で
、
紛
失
す
る
の
も
文
学
書
だ

と
あ
る
。
ま
た
「
一
般
農
村
に
て
は
図
書
館

の
設
備
も
書
店
も
十
分
で
な
く
て
、
雑
誌
位

し
か
入
手
で
き
ず
」「
概
し
て
農
村
家
庭
に

て
は
〔
略
〕
書
籍
に
そ
の
消
費
を
向
け
る
こ

と
を
躊
躇
す
る
」「
女
子
が
読
書
し
て
理
知

的
に
な
る
こ
と
を
暗
に
好
ま
な
い
」
と
い
っ

た
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
読
書
新
聞
』（
85
）
ｐ
．
１

（
１
９
３
９
．
６
．
15
）
の
「
良
書
の
敵
赤

本
界
を
撃
つ
／
出
版
界
の
好
況
に
乗
じ
／

イ
ン
チ
キ
赤
本
跳
梁
す
／
そ
の
魔
手
よ
り

読
書
文
化
を
護
れ
」
と
い
っ
た
記
事
で
名

指
し
で
批
判
さ
れ
た
大
洋
社
も
、
昭
和
15

（
１
９
４
０
）
年
に
な
る
と
紙
不
足
で
新
刊

の
残
本
が
出
な
く
な
り
、
い
き
づ
ま
り
始

め
る
。
お
そ
ら
く
同
年
に
改
題
し
た
『
読

書
新
聞
月
刊
大
洋
』２
巻
７
号（
１
９
４
１
．

12
．
１
）
を
見
る
と
「
今
や
出
版
界
一
大
変

動
の
た
め
今
迄
通
り
良
書
を
驚
異
的
低
廉

に
奉
仕
す
る
事
は
至
難
と
な
り
、
我
社
独
歩

の
新
本
良
書
特
売
は
是
が
最
後
と
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
」（
Ｘ
）
と
あ
る
。

QR

ST

Q 『三水月報』8 月夏季蔵払号　昭和 3（１９２8）年　表紙。

R『月刊読書新聞』5 巻 2 号　昭和 12（1937）年 2 月　表紙。

S、T 読書に関する随筆のコーナー。
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UV

W

『月刊読書新聞』5 巻 3 号　昭和
8（１９33）年 10 月

U インパクトのある表紙。

V 一般読者の投稿も多く掲載され
ている。

『読書新聞月刊大洋』2 巻 7 号　
昭和 16（１９41）年 12 月

W 表紙。

X 表紙裏。切迫感があふれる宣伝
広告。

X
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1 「数物問屋（見切本／月遅れ雑誌）」
『 古 本 年 鑑　(1936,7 年 版 )』 古 典
社　1937　pp.16-18< 請 求 記 号 
VG1-H1750>。大空社による復刻版

（1994）< 請求記号 UP27-E5>がある。
2 宮本大人「昭和戦前・戦中期における子

供漫画出版の基盤形成」『出版研究』(50)
pp. 47-69（2019）< 請 求 記 号 Z21-
279>

3 例えば『読書之友』3 巻 3 号（錦文
堂出版社、1933.3）は、次のマイクロ
フィルムにある。Censored Japanese 
serials of the pre-1946 period [1] / 日
本占領関係資料 Library of Congress 
Photoduplication Service　1989 < 請
求記号 MOJ-76, R.4>

4 『出版警察報』67 号（1934.3）p.75 
< 請求記号 Z21-1169>

「猥本紹介風壊要注
意箇所多キニ付禁止
可然哉」と検閲官の
印がある。

うっすらと「禁止」の二文字が見える。

戦
時
統
制
に
よ
る
特
価
本
の
消
滅

と
戦
後
の
復
活

　

昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
10
月 

、
戦

時
下
で
出
版
物
を
一
元
的
に
管
理
す
る
日

本
出
版
配
給
（
株
）
に
外
神
田
営
業
所

が
新
設
さ
れ
、
一
時
期
は
70
軒
を
数
え
た

特
価
本
問
屋（

１
）
も
順
次
、
こ
れ
に
統
合
さ

れ
、
太
平
洋
戦
争
中
に
特
価
本
流
通
は
途

絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
で
に
昭
和
13

（
１
９
３
８
）
年
に
内
務
省
が
「
児
童
読

物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
と
い
う
特

価
本
中
の
赤
本
を
排
斥
す
る
指
示
を
出
し

て
お
り
、
余
剰
や
非
正
規
を
許
さ
な
い
戦

時
体
制
は
、
特
価
本
と
相
い
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

終
戦
後
、
特
価
本
問
屋
は
御
徒
町
な
ど

に
多
く
復
活
し
、
地
方
か
ら
の
買
い
出
し

客
や
露
天
商
が
仕
入
れ
に
来
た
と
い
う
。

手
塚
治
虫
が
大
阪
の
赤
本
マ
ン
ガ
で
デ

ビ
ュ
ー
し
、『
新
宝
島
』
が
40
万
部
も
の

当
た
り
本
と
な
っ
た
の
は
、
実
は
戦
前
の

特
価
本
市
場
が
復
活
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
が
、
こ
の
経
緯
が
指
摘
さ
れ
た

の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る（

２
）。
戦
後
の

特
価
本
市
場
に
つ
い
て
は
『
全
国
出
版
物

卸
商
業
協
同
組
合
三
十
年
の
歩
み
』（
全
国

出
版
物
卸
商
業
協
同
組
合
、
１
９
８
１
）

に
詳
し
い
。

例
外
的
に
当
館
で
見
ら
れ
る
特
価

本
目
録

　　

特
価
本
目
録
は
「
国
立
国
会
図
書
館
に

な
い
本
」
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
例
外
的

に
当
館
で
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
発
禁
に
な
っ
た
目
録
で
、
昭
和
９

（
１
９
３
４
）年
か
ら
昭
和
15（
１
９
４
０
）

年
に
か
け
て
、「
出
版
物
ノ
広
告
文
中
猥

褻
ノ
箇
所
ア
ル
ニ
因
リ
禁
止
」
に
な
っ
た

も
の
た
ち
で
あ
る
。
現
在
の
感
覚
か
ら
い

う
と
、
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
性

科
学
書
な
ど
を
確
か
に
「
煽
情
的
」
な
あ

お
り
文
句
で
売
り
込
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
録
は
発
禁
に
な
っ
た
後
、

内
務
省
で
保
存
さ
れ
て
い
た
の
が
敗
戦
時

に
占
領
軍
に
よ
り
接
収
さ
れ
、
め
ぐ
り
め

ぐ
っ
て
今
、
現
物
は
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書

館
に
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
た
も
の

が
当
館
の
憲
政
資
料
室
で
閲
覧
で
き
る（

３
）。

　

こ
れ
ら
発
禁
目
録
に
つ
い
て
の
当
局
の

見
解
は
、
例
え
ば
『
趣
味
之
友
』
２
巻
３

号（
東
京　

趣
味
之
友
社
、１
９
３
４
．
３
）

の
発
禁
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を

付
け
て
い
る
。「
本
誌
ハ
誇
大
広
告
ヲ
ナ

シ
地
方
民
ヲ
ツ
ラ
ン
ト
ス
ル
不
良
本
ノ
広

告
ノ
ミ
ヲ
輯
録
セ
ル
二
十
頁
余
ノ
小
冊
子

ニ
シ
テ（

４
）
」。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
史
料
が

残
り
づ
ら
く
、
地
方
民
の
読
書
史
を
解
明

す
る
の
に
貴
重
な
の
で
あ
る
。

発禁になった目録の一例

Y『読書之友』3 巻 3 号　昭和 8
（１９33）年 3 月　表紙

Z『読書春秋』6 巻 4 号　昭和 9
（１９34）年 4 月　表紙

Y

Z
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＊本稿は筆者が当館在職時に執筆したものです。

（右）森田草平 著 『のんびりした話』国文館　昭和 10　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1242661

（左）井上円了 著『妖怪学』山洞書院　昭和 6　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1048958（モ
ノクロ画像）

国立国会図書館にある本

【
番
外
】
浅
草
松
屋
七
階
書
籍
大
廉

売
（
帝
国
図
書
普
及
会
）

　

こ
れ
は
通
信
販
売
用
で
な
く
、
新
聞
の

折
り
込
み
広
告
な
ど
と
し
て
頒
布
さ
れ
た

目
録
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
１
枚
物
は
残

存
し
づ
ら
い
の
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
頒
布

元
は
帝
国
図
書
普
及
会
と
い
う
い
か
め
し

い
名
前
だ
が
、
こ
れ
は
業
界
で
は
伝
説
的
な

丸
ビ
ル
で
の
即
売
会（
昭
和
6（
１
９
３
１
）

年
）
を
皮
切
り
に
、
坂
東
恭
吾
（
大
正
・

昭
和
時
代
の
出
版
経
営
者
、
１
８
９
３
‐

１
９
７
３
）
が
起
こ
し
た
特
価
本
小
売
業
者

で
あ
る
。昭
和
10（
１
９
３
５
）年
の
も
の
か
。

　

東
京
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
を
会
場
と
し
、

ど
派
手
な
宣
伝
で
即
売
会
を
開
い
た
の

で
耳
目
を
引
い
た
。
ま
た
西
日
本
の
各
県

や
、
台
湾
や
朝
鮮
な
ど
当
時
の
「
外
地
」

へ
直
接
、
特
価
本
を
運
び
込
み
、
現
地
侠

客
と
組
ん
で
書
店
の
抵
抗
を
排
し
、
即
売

を
行
っ
た
が
、
そ
の
投
機
性
が
た
た
っ
て

昭
和
10
年
に
倒
産
し
て
し
ま
う
。
け
れ
ど

も
坂
東
は
そ
の
後
も
特
価
本
業
界
に
残
っ

た
の
で
、
テ
キ
屋
ば
り
の
口
上
で
、
自
分

の
活
躍
を
後
世
に
伝
え
た
。
彼
が
明
治
40

（
１
９
０
７
）
年
ご
ろ
、
水
天
宮
の
縁
日

で
月
遅
れ
雑
誌
販
売
を
創
始
し
た
と
い
う

説
も
彼
の
武
勇
談
か
ら
出
て
い
る
。

（
お
し
ま
い
）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1242661
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1048958


国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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―
坑
夫
六
年
、ふ
き
（
製
錬
夫
）
八
年
、

嬶
（
か
か
あ
）
ば
か
り
が
五
十
年

―

　

か
つ
て
「
鉱
都
」
と
も
呼
ば
れ
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
ま
で
大
い
に
栄
え
た
、
足
尾
銅

山
で
の
労
働
を
表
し
た
有
名
な
唄
で
あ
る
。

落
盤
や
落
下
、
粉
塵
じ
ん
肺
な
ど
劣
悪
な
環

境
下
で
の
炭
鉱
・
金
属
鉱
山
労
働
者
の
短
命

と
過
酷
さ
は
、
国
会
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た

ほ
ど
だ
。

　

製
錬
所
が
放
出
す
る
有
毒
ガ
ス
、
燃
料
確

保
の
た
め
の
森
林
伐
採
、
鉱
毒
汚
染
に
よ
る

魚
の
死
滅
、
土
壌
汚
染
や
農
産
物
の
壊
滅
な

ど
、
地
域
一
帯
の
生
活
は
１
０
０
年
以
上
に

渡
り
、
豊
か
さ
の
栄
華
と
公
害
の
苦
難
と
い

う
二
重
性
を
内
包
し
て
い
た
。
足
尾
が
近
代

化
の
象
徴
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

そ
の
傍
ら
で
、
住
人
た
ち
が
過
酷
な
環
境

の
改
善
に
立
ち
向
か
い
、
あ
る
い
は
苦
難
と

と
も
に
生
き
る
経
験
の
智
慧
を
集
積
し
豊
か

な
歴
史
を
紡
ぎ
あ
げ
て
き
た
こ
と
は
、
見
落

と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
総
務
省
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

日
本
大
学
の
好
井
裕
明
研
究
室
等
が
平
成
25

年
か
ら
協
同
で
行
っ
た
、
足
尾
の
住
人
へ
の

生
活
史
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た

一
部
で
あ
る
。「
そ
の
２
」
の
本
冊
子
は
、

開
発
に
伴
い
荒
廃
し
た
山
を
再
び
緑
化
す
る

た
め
に
昭
和
32
年
か
ら
進
め
ら
れ
た
治
山

と
、
48
年
の
銅
山
閉
山
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

の
暮
ら
し
を
丁
寧
に
聞
き
と
っ
て
い
る
。「
ご

め
ん
く
だ
さ
い
」
と
お
宅
を
た
ず
ね
る
こ
と

で
、
抽
象
的
な
足
尾
で
は
な
く
、
そ
の
人
し

か
知
り
得
な
い
生
活
と
い
う
具
体
性
に
向
き

合
う
。
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
人
び
と
の
日
常

の
あ
り
様
は
、
足
尾
の
魅
力
的
な
歴
史
を
伝

え
る
重
要
な
史
料
に
他
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
戦
後
か
ら
閉
山
期
に
か
け
女
性

た
ち
の
働
き
口
の
ひ
と
つ
に
緑
化
工
事
が

あ
っ
た
。
朝
５
時
前
に
起
床
し
、
家
族
全
員

の
朝
食
と
昼
弁
当
を
用
意
し
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

り
、
炎
天
下
の
仕
事
場
で
は
ヨ
モ
ギ
や
ア
カ

シ
ア
な
ど
の
種
子
と
土
壌
や
肥
料
を
固
め
た

植
生
盤
や
石
を
担
い
だ
。
そ
の
重
さ
は
40
ｋ

ｇ
に
も
お
よ
ん
だ
と
い
う
。
夕
方
５
時
に
家

路
に
つ
き
、
途
中
で
明
治
時
代
か
ら
続
い
て

い
た
三
養
会
（
生
協
）
で
食
材
を
買
い
、早
々

に
夕
飯
を
支
度
し
済
ま
せ
、
夜
８
時
に
は
閉

ま
る
共
同
浴
場
に
駆
け
込
み
、
さ
ら
に
翌
日

の
食
事
の
下
準
備
と
洗
濯
を
行
う
日
々
。「
嬶

の
五
十
年
」
の
過
酷
さ
は
決
し
て
「
抗
夫
」

に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

樹
木
が
な
く
、
土
が
水
を
吸
収
で
き
な
い

急
峻
な
山
の
仕
事
場
は
地
滑
り
し
や
す
く
、

雨
が
３
粒
降
っ
た
ら
す
ぐ
さ
ま
逃
げ
ろ
と
教

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
石
を
運
ぶ

ま
で
に
重
い
石
に
当
た
る
と
目
星
が
つ
く
や

否
や
、
列
を
離
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
生
き

抜
く
た
め
の
智
慧
や
し
た
た
か
さ
も
石
の
数

だ
け
あ
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
だ
。

　

足
尾
銅
山
で
の
生
活
に
関
す
る
素
朴
な
疑

問
を
ま
と
め
た
「
そ
の
１
」
と
昭
和
初
期
の

足
尾
の
繁
華
街
に
焦
点
を
当
て
た「
そ
の
３
」

を
併
せ
読
む
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
が
重
な

り
合
う
こ
と
で
、
重
厚
な
歴
史
像
が
鮮
明
に

迫
り
く
る
。
閉
山
後
に
足
尾
に
残
り
過
ご
し

た
人
び
と
の
生
活
の
痕
跡
も
消
え
つ
つ
あ
る

現
在
、
語
り
手
も
聞
き
手
も
経
験
を
次
世
代

に
継
承
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
感
じ
る
。
枯

れ
た
銅
と
は
裏
は
ら
に
、
い
や
、
と
も
す
れ

ば
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と

り
の
生
き
ら
れ
た
足
尾
の
歴
史
は
、
今
な
お

発
掘
を
待
っ
て
い
る
。　
　
　
　
（
大
島 

岳
）

ごめんください、足尾の
こと教えてください！
地域おこし協力隊による聞き
取り抜粋集　その2(2015)
日光市足尾地域おこし協力隊 編
日光市足尾総合支所総務課
2016.2　63p；21cm
<請求記号 GC49-L28>

※日光市ホームページの「日光市足尾地域生活史聞き取り事業」で内容が閲覧できます。
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平成30（2018）年に開館70周年を迎えるのを機に、平成29
（2017）年から編さんを開始し、令和3（2021）年3月末に刊行
しました。
平成10（1998）年に刊行した『国立国会図書館五十年史』以
降の20年間を主な対象とし、大きな変化、重要な出来事を
取り上げ、深掘りした内容となっています。
この20年間で、収集対象は紙からデジタルに広がり、サー
ビスもインターネットを介するようになりました。また、
平成12（2000）年には国際子ども図書館を、平成14（2002）年
には関西館を開館しています。
激動の20年間を振り返る一冊です。全国の主要な図書館や、
国立国会図書館デジタルコレクションでぜひご覧ください。
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11645818

序章
第1章　国会活動を支える、発信する
第2章　収集対象の拡大
第3章　利用者サービスの変革
第4章　関西館
第5章　国際子ども図書館
第6章　図書館協力
第7章　行政・司法の支部図書館
補章　	 組織運営

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11645818
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29

序
章

2. 来館サービスの課題

昭和 36（1961）年に永田町に本館が竣工し、そ

れまで 3庁舎で保管していた蔵書をこの新庁舎で集

中して保管することにした。新庁舎では、参考図書

類を除き、利用者が自由に資料を手に取ることがで

きる公開書架を置かず、資料のほとんどすべてを書

庫に収め、利用者の請求を受けて書庫から資料を出

してくる方式を取った。

また、利用の年齢制限を 15 歳以上から 20 歳以上

に引き上げ（大学生・短大生は 20 歳未満でも特例

として利用可とした）、これにより大学受験の準備

等のための座席のみの利用が減るという目論見で

あった。だが、新庁舎開館当初の調査では、3分の

1の利用者は書庫資料の請求を全くしておらず、そ

のうちの少なからざる人は資料を利用しない閲覧席

のみの利用者と見られるという結果であった。

昭和38（1963）年4月にゼロックスによる複写サー

ビスを開始し、普通紙へのコピー（電子式複写）が

可能になり、複写機の性能向上と普及とともに、利

用者の目的が閲覧室で資料を閲読することから、資

料の複写物を得ることに徐々に変わっていった。利

用形態の変化により滞在時間が短くなったことで、
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38
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和
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昭
和
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和
41

昭
和
42

昭
和
43

昭
和
44

蔵
書
数
（
冊
）

1
日
平
均
利
用
者
数
（
人
）

（年度）

蔵書数（中央館） 蔵書数（上野図書館）

１日平均利用者数（中央館） １日平均利用者数（上野図書館）

蔵書数、1日あたりの利用者数（中央館、上野図書館）

本館（現在の東京本館の本館）で入館を待つ利用者（昭和 61
（1986）年以前）
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第
３
章
　
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
変
革

上から、近代デジタルライブラリー トップページ（平成 21（2009）
年 9 月頃）、（平成 22（2010）年 9 月頃）、詳細ページ

20-10-044　109_3章.indd   130 2021/02/16   午前 11:41:21

194

第
４
章
　
関
西
館

建設の様子。
上から、更地の建設予定地、
定点観測（平成 11（1999）年 1 月 13 日、
平成 12（2000）年 3 月 1 日、平成 12（2000）年 5 月 8 日、
平成 12（2000）年 12 月 4 日、平成 13（2001）年 2 月 2 日）

20-10-044　187_4章.indd   194 2021/02/12   午後 6:47:03

年表形式の折込口絵！

今は無いシステムの画面キャプチャグラフや表でわかりやすく 古い写真や図面も

第
２
章
　
収
集
対
象
の
拡
大

61

ネット上の情報を収集するプロジェクトが各国で立

ち上げられた。

さらに、平成 15（2003）年 7 月に米国議会図書館、

フランス国立図書館等の欧米の国立図書館及びイン

ターネット・アーカイブの 12 機関により、インター

ネット上の情報の収集、保存等の技術開発、支援、

規格化等を推進する「国際インターネット保存コン

ソーシアム」（International Internet Preservation 

Consortium: IIPC）が設立され、同年 10 月 15 日には、

第 32 回ユネスコ総会において「デジタル遺産の保

存に関する憲章」（Charter on the Preservation of 

Digital Heritage）が採択された。この憲章では、

各国政府においてインターネット上の情報を含む電

子情報の保存に取り組む必要があること、各国政府

は国立図書館等と民間セクターとの電子情報の保存

に関する協定の締結を促す必要があること等が宣言

された。このように、インターネット上の情報をと

りわけ国立図書館において収集・保存することにつ

いて、世界的に関心が高まっていった。

以上のような背景から、国立国会図書館におい

ても、情報通信技術の急激な進展は、CD-ROM、

DVD 等の電磁的記録媒体やコンピュータ・ネット

ワーク等を介した電子情報の流通を飛躍的に拡大さ

せており、これらに記録されている貴重な情報の保

存のため、国としての取組みが必要となっているこ

と、そのため、国立国会図書館に対して、従来の出

版物に対して果たしてきた役割と同様に、電磁的記

録媒体やコンピュータ・ネットワーク等を介した電

子情報を広く収集し、長期的な観点から蓄積・保存

を図り、利用を可能とすることが求められているこ

とを認識した。そして、このような時代の変化によ

る新たな課題に対応するため、調査会・審議会等の

検討体制を整備し、その検討結果に基づいて、国立

国会図書館法をはじめとする関係法規の改正を進

め、漸次収集対象を拡大していくこととなった。

2. 「パッケージ系電子出版物」の収集

平成 9（1997）年 1 月、国立国会図書館は、館長

の諮問機関として、出版関係団体の代表者、法律

学・図書館情報学等の研究者、弁護士等の外部有識

者から成る納本制度調査会（会長：衞藤瀋吉東京大

学名誉教授）を設置した。同年 3 月 3 日の第 1 回調

査会において、国立国会図書館長は同調査会に対し

て、電子的な媒体の出版物の納入に関する制度及び

運用の在り方について諮問した。同調査会は、平成

10（1998）年 5 月 28 日に中間答申「電子的な媒体

の出版物の納入に関する制度及び運用の在り方につ

いて」を、次いで平成 11（1999）年 2 月 22 日に答

申「21 世紀を展望した我が国の納本制度の在り方

―電子出版物を中心に―」（以下「平成 11 年答申」）

を提出した。

平成 11 年答申では、情報を電子的媒体等を使用

して公表することを「電子出版」、電子出版によっ

て公表されたものを「電子出版物」とそれぞれ定義

し、さらに電子出版物のうち CD-ROM 等の電子情

報を有形の媒体に固定したものを「パッケージ系電

子出版物」、放送、電話回線等を含む通信等により

情報を送受信するものを「ネットワーク系電子出版

物」に大別し、「パッケージ系電子出版物」を納本

制度の対象とすることが提言された。「パッケージ

系電子出版物」の収集については、内容による選別

等は行わないこと、一般にはリース契約により提供

されているものについても納入義務を課すこと等も

提言された。また、「パッケージ系電子出版物」を

納本制度の対象とするためには、国立国会図書館法

に所要の規定を整備する必要があることもあわせて

提言された。

一方で、「ネットワーク系電子出版物」について

は、①媒体に固定することに係る困難、②網羅的収

集の困難、③納入義務者の特定の困難、という 3 つ

の理由から、当分の間納本制度の対象外とし、必要

性や有用性のあるものについては契約等に基づき選

択的に収集することが適当とされた。すなわち、①

については、第一に永続的に保存し広く利用に供す

ることまでは想定していないものを、国の機関が発

行者等の意思に反して複製・収集することにより、

人格権の侵害や言論活動への萎縮効果を生じる可能

性がある、第二に「ネットワーク系電子出版物」は

随時その内容の追加、変更、削除、更新等が行われ
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第
５
章
　
国
際
子
ど
も
図
書
館

装（カバー）を廃棄していたが、国際子ども図書館

で所蔵する児童書のうち、平成 9（1997）年の新規

受入分の途中から、初めてカバーを残した原装保存

を行った。資料室は利用資格を満 18 歳以上とし、

児童書の調査研究のための空間とした。

しかし、スペースに限りがあるため、開館後しば

らくは土曜日・日曜日を中心に入場制限を行い、建

物の入り口には、入館を待つ人々が列を作ることも

あった。しかも、建物の中に入ると「国際子ども図

書館」という名称から思い浮かぶイメージに比して

思いのほか狭隘であり、子どもが自由に本を読むス

ペースも限られていた。また、荷物をロッカーに預け、

利用申込書を記入しないと資料室へ入室できないこ

とに対し、戸惑いを覚える利用者も存在した。この

ような状況に対し苦情が寄せられることもあった。

なお、1階の事務室は、職員一人 1台の机を置く

スペースがなかったため、管理職者以外には「フレ

キシデスク」と称する長机を複数配置し、1台あた

り 3～ 4名分の執務卓とした。救護室を設置してい

たが、来館者の授乳等で利用が重なることが多く、

その場合は授乳のために館長室内の応接セットを提

供した。全面開館後に 2階の明治期部分にもうひと

部分開館時の子どものへや

部分開館時の配置図

工 事 中

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

資
料
室

E.V

W.C

E.V

W.C

E.VE.V

子どものへや
（ロフト部分）

W.C

ミュージアム

工 事 中

工 事 中

1階

2階

3階
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―
―
今
回
の
七
十
年
記
念
館
史
の
特
徴
は
な
ん
だ

と
お
考
え
で
す
か
。

あ
ら
た
め
て
『
国
立
国
会
図
書
館
三
十
年

史
』『
国
立
国
会
図
書
館
五
十
年
史
』、
ま

た
他
機
関
の
社
史
な
ど
を
読
む
と
、
こ
の

七
十
年
記
念
館
史
は
か
な
り
異
色
で
す
ね

（
笑
）。
特
定
の
事
柄
を
か
な
り
詳
し
く
書

い
て
い
て
、
ま
る
で
雑
誌
の
特
集
記
事
の

よ
う
。
ど
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
か
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
、
最
大
の
特
徴
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
読
ん
で
面
白
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い

う
こ
と
は
最
初
の
編
さ
ん
委
員
会
で
決
ま
り
ま
し

た
ね
。

そ
も
そ
も
刊
行
す
る
か
ど
う
か
、
過
去
と

同
じ
ス
タ
イ
ル
で
出
す
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
通
り
い
っ

ぺ
ん
の
記
録
、
事
実
か
ら
事
実
へ
の
ス
ト

レ
ー
ト
な
記
述
で
は
、
経
緯
を
く
み
取
る

の
は
難
し
い
で
す
。

―
―
『
国
立
国
会
図
書
館
五
十
年
史
』
が
刊
行
さ

れ
た
と
き
に
比
べ
る
と
、『
国
立
国
会
図
書
館
月

報
』『
国
立
国
会
図
書
館
年
報
』も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
読
め
ま
す
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報
を

た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
求
め
ら
れ
る

も
の
も
変
わ
り
ま
し
た
。

前
編
さ
ん
委
員
長
（
山
田
敏
之
元
調
査
及

び
立
法
考
査
局
長
）
の
主
導
の
も
と
、
監

修
者
の
み
な
さ
ん
と
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

も
の
、
読
ん
で
面
白
く
、
人
間
の
取
り
組

み
が
見
え
る
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
感
じ
ら
れ

る
も
の
を
目
指
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

従
来
に
な
い
方
針
で
す
。「
ど
う
し
て
そ

う
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
込
み
入
っ
た
動

き
を
、
丁
寧
に
、
背
景
も
含
め
て
記
録
と

し
て
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
ま
し
た
。
こ
の
20
年
間
は
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
時
代
で
、
今
ま
で
に
経
験
の

な
い
こ
と
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
均
等
に
項
目
を
割
り
振
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の

に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
ミ
ク
ロ
的
に
も
わ

か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
は
、
や
る
べ
き
こ
と
が

法
律
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

国
会
の
た
め
、
国
民
の
た
め
、
世
界
平
和

の
た
め
、
資
料
を
集
め
て
提
供
し
、
後
世

に
残
す
、そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

田中 久徳
副館長
国立国会図書館七十年記念館史編さん委員長

編さん委員長インタビュー

昭和62年4月　入館

平成7年4月　  支部上野図書館

平成12年1月　国際子ども図書館資料情報課

平成13年4月　収集部収集課

平成14年4月　収集部収集企画課

平成17年4月　調査及び立法考査局文教科学技術課

平成19年4月　総務部企画課電子情報企画室長

平成22年4月　総務部企画課長

平成23年10月 電子情報部電子情報企画課長

平成24年4月　総務部副部長（総務課長事務取扱）

平成26年4月　電子情報部長

平成29年1月　総務部長

令和元年12月　副館長
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根
幹
と
な
る
情
報
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
く

中
で
、
我
々
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
連
動
し

て
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
で
き

ま
し
た
。
ど
の
構
想
も
、
情
報
基
盤
が
変

わ
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
出
て
き
た
も
の
で

す
。
社
会
や
時
代
の
要
請
に
対
応
し
続
け

る
よ
う
努
力
し
て
き
た
、
そ
の
記
録
が
今

回
の
七
十
年
記
念
館
史
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
上
手
く
い
っ
た
こ
と
、
い
か
な
か
っ

た
こ
と
含
め
て
。

―
―
失
敗
し
た
こ
と
、
採
用
し
な
か
っ
た
案
も
書

き
ま
し
た
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
と
き
は
試
行
錯
誤
が

特
に
多
か
っ
た
で
す
ね
。
手
段
も
要
望
も

変
わ
る
中
で
、
行
き
つ
戻
り
つ
、
右
往
左

往
し
ま
し
た
。
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、

結
論
あ
り
き
の
一
直
線
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
議
論
を
積
み
重
ね
、
時
に
は
困
り
果

て
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
年
齢
だ
と
、
変
化
に

対
し
て
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
も
し
今
20
年
前
に
戻
っ
て
み
た
ら
、

「
こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
」
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
20
年
前
の
時
点
で
今
を
見

て
み
た
ら「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
か
」

と
思
う
か
も
。
20
年
以
上
前
に
議
論
さ
れ

て
い
た
、
東
西
を
一
つ
の
図
書
館
と
し
て

機
能
さ
せ
る
な
ん
て
、
当
時
は
途
方
も
な

い
絵
空
事
で
し
た
。
正
直
、
こ
こ
ま
で
進

む
と
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
こ

ん
な
こ
と
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
か
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
若
い
人
か
ら
し
た
ら
、
20
年
前
に
使
っ
て
い

た
砂
鉄
が
入
っ
た
磁
気
の
利
用
カ
ー
ド
な
ど
、
ど

う
使
う
の
か
全
く
理
解
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

今
は
、
最
初
か
ら
そ
う
だ
っ
た
か
の
よ
う

に
思
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
便
利
に
な
っ
た

し
、
多
少
不
便
な
部
分
が
あ
っ
て
も
そ
れ

な
り
に
工
夫
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
20
世

紀
後
半
か
ら
、
情
報
技
術
の
進
歩
が
ど
ん

ど
ん
速
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
良
く
な
い
問
題
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
で

も
、
そ
れ
を
解
決
す
る
の
も
情
報
技
術
で

あ
る
こ
と
を
信
じ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

―
―
は
か
ら
ず
も
、
大
規
模
な
資
料
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
が
ま
た
新
た
に
始
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
の
刊

行
と
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
大
規
模
デ
ジ
タ
ル

化
事
業（
１
）の
際
、
電
子
情
報
企
画
室
長
、
企
画
課
長

と
し
て
携
わ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
ほ
か
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
の
収
集（
２
）、
保
存
の
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
化（
３
）な
ど
、
立
て
続
け
に
変
化
の
あ
っ
た
時
期

で
し
た
。

私
が
電
子
情
報
企
画
室
長
に
着
任
し
た
と

き
、
た
ま
た
ま
、
長
尾
真
館
長
が
就
任
さ

れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
前

任
者
か
ら
渡
さ
れ
た
引
継
ぎ
メ
モ
に
は
、

「
新
し
く
受
け
入
れ
る
資
料
は
す
べ
て
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
利
用
し
、
原
本
は
保
存

す
る
体
制
を
つ
く
る
。（
長
尾
館
長
の
就

任
は
）
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
」
と
あ
り
ま
し
た
。
国
立
国

会
図
書
館
の
電
子
時
代
を
切
り
拓
か
れ
た

長
尾
館
長
の
ご
功
績
は
と
て
も
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
組
織
の
中
で
は
主
流

で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
一
貫
し
て
検

討
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
も

ち
ょ
う
ど
ま
た
巡
っ
て
来
た
と
い
う
感
じ

で
す
。
過
去
に
あ
っ
た
議
論
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
新
し
い
も
の
は
批
判
を

受
け
る
し
、
反
動
も
大
き
い
け
ど
、
紆
余

曲
折
し
て
ま
た
巡
っ
て
く
る
。
や
は
り
歴

史
は
一
直
線
で
は
な
い
で
す
ね
。
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国
立
国
会
図
書
館
は
期
待
や
要
望
を
た
く

さ
ん
寄
せ
て
も
ら
え
る
組
織
で
す
。
応
え

ら
れ
な
い
場
合
も
多
い
で
す
が
、
責
任
を

果
た
し
て
き
た
か
ど
う
か
振
り
返
り
、
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
も
自
覚
的
で
あ
り
た

い
で
す
。
そ
の
う
え
で
未
来
が
あ
る
。

―
―
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
設
立
に
も
関
わ
ら
れ

て
い
ま
し
た
ね
。

入
館
す
る
前
か
ら
児
童
書
に
は
興
味
が

あ
っ
て
、
個
人
的
に
児
童
文
学
評
論
の
研

究
会
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
国
立
国
会
図

書
館
の
役
割
に
照
ら
す
と
、
子
ど
も
向
け

の
本
は
文
化
資
産
と
し
て
永
く
後
世
に
残

す
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
役
割
が
あ
る
は

ず
な
の
に
、
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
昔
か

ら
そ
の
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
先
人
た

ち
が
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
自
分
は
そ
の

こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
先
人
の
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
、
職
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
先
輩
や
、
子
ど

も
の
本
の
世
界
を
支
え
て
き
た
方
の
思
い

の
何
分
の
一
か
で
も
実
現
で
き
れ
ば
と
。

大
き
な
動
き
に
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
だ
け

で
す
が
、
実
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
七
十
年
記
念
館
史
は
、
固
有
名
詞

は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
担
当
し
た
職
員
、

外
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
多
く
の
人

の
動
き
の
中
で
歩
み
が
あ
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
課
題
が
い
っ
ぺ
ん
に
解
決

す
る
こ
と
は
な
く
て
、
大
事
で
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
積
み
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
思
い
を
持
っ
た
人
が
い
っ
ぱ
い
い

て
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
。
個
人
の

思
い
だ
け
で
も
の
ご
と
が
進
む
わ
け
で
は

な
く
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
貢
献
し
て
い
く
。
国
際

子
ど
も
図
書
館
に
し
て
も
電
子
図
書
館
に

し
て
も
。

―
―
昔
か
ら
つ
な
が
っ
て
き
た
思
い
を
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
の
は
、
館
史
の
編
さ
ん
と
重
な
り
ま

す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
記
録
に
残
す
こ
と
、
本
を

残
す
こ
と
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、
現
在

の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
後
世
に
向
け
て

開
か
れ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
を
公
然
と
う

た
っ
て
い
る
珍
し
い
組
織
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
保
存
と
は
未
来
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
後
に
残
る
こ
と
、
後
世

の
役
に
立
つ
こ
と
を
信
じ
な
が
ら
仕
事
が

で
き
る
、
そ
ん
な
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
職
場
は
そ
う
そ
う
な

い
の
で
は
な
い
か
。
我
々
は
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り
組
ん
で
き

た
、
担
当
し
て
い
る
人
に
し
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
記
録
に
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
世
の
中
の
人
に
共
有
し

て
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

聞き手：総務課編集係
（１）平成21（2009）～23（2011）年に実施。
（２）平成21（2009）年7月、国立国会図書館法の改正によ
り、公的機関のウェブサイトの網羅的な収集を開始した。

（３）平成21（2009）年6 月、著作権法の改正により、国立
国会図書館は保存のためであれば劣化を待たずに著作権者
の許諾なく複製（＝デジタル化）できることが明確化された。
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『
国
立
国
会
図
書
館
七
十
年
記
念
館
史
』

は
、
中
堅
か
ら
若
手
の
職
員
が
テ
ー
マ
ご

と
に
執
筆
し
た
原
稿
を
、
管
理
職
で
あ
る

監
修
者
が
査
読
す
る
形
で
、
編
さ
ん
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
事
業
を
直
接
担
当
し
て

い
な
い
職
員
が
執
筆
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歴
史
の
継
承
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
意
図
し

て
い
ま
し
た
。
今
月
号
の
館
内
ス
コ
ー
プ

で
は
、
執
筆
を
担
当
し
た
若
手
職
員
の
う

ち
数
名
が
苦
労
話
を
語
り
ま
す
。

―
執
筆
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
、
ど
う

思
い
ま
し
た
か
？

Ａ　
自
分
が
入
館
し
て
い
な
い
時
の
歴
史

に
つ
い
て
書
い
て
大
丈
夫
な
の
か
な
と
は

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
が
担
当
し
た
デ

ジ
タ
ル
化
は
、
当
時
担
当
し
て
い
た
人
の

間
で
も
見
方
が
違
っ
た
の
で
、
現
場
に
い

な
か
っ
た
人
が
書
く
意
味
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
な
と
。
あ
と
、
入
館
し
て
最
初

の
配
属
先
が
新
聞
係
で
、
新
聞
は
マ
イ
ク

ロ
化
を
館
内
で
ほ
ぼ
唯
一
や
っ
て
い
た
と

こ
ろ
な
の
で
、
媒
体
変
換
と
い
う
テ
ー
マ

に
取
り
組
め
た
の
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

Ｂ　
国
立
国
会
図
書
館
法
の
改
正
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の

収
集
を
始
め
ま
し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
を

担
当
し
ま
し
た
。
も
は
や
若
手
で
も
な
い

ん
で
す
が
、
執
筆
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
、

私
は
総
務
課
の
法
規
係
に
い
て
、
法
規
が

読
め
る
こ
と
、
係
内
の
文
書
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
容
易
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

私
以
外
い
な
い
な
、
と
腹
を
く
く
り
ま
し

た
。

Ｃ　

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
話
は
局（

１
）の

人
が
、

と
い
う
こ
と
で
、
課
長
か
ら
降
っ
て
き
ま

し
た
。え
ら
い
人
が
書
け
ば
い
い
の
に
な
、

と
は
思
っ
て
ま
し
た
（
笑
）。

Ｄ　
図
書
館
協
力
の
と
こ
ろ
を
担
当
し
ま

し
た
。
入
館
後
の
最
初
の
２
年
間
図
書
館

協
力
課
に
い
ま
し
た
が
、
入
館
以
前
の
こ

と
は
そ
ん
な
に
知
ら
な
か
っ
た
で
す
し
、

生
き
字
引
み
た
い
な
の
は
期
待
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
そ
こ
は
割
り

切
っ
て
。

Ｅ　
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
引
き
受
け
た

ん
で
す
が
、
実
際
や
っ
て
み
た
ら
す
ご
い

大
変
で
。
最
初
と
違
う
分
担
に
な
る
し
、

主
題
情
報
の
発
信
と
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の

提
供
と
２
つ
も
！　
引
き
受
け
た
当
時
の

自
分
を
恨
み
ま
し
た
（
苦
笑
）。

―
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
そ
う
し

た
執
筆
時
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
、
ほ
か
の

方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｂ　
私
の
担
当
部
分
は
、
そ
れ
こ
そ
館
の

議
論
の
積
み
重
ね
と
比
例
す
る
よ
う
に
、

紙
の
フ
ァ
イ
ル
が
ず
ら
ー
っ
と
残
っ
て
い

て
。
今
日
は
こ
こ
ま
で
、
と
１
日
に
や
る

べ
き
範
囲
を
決
め
て
進
め
ま
し
た
。
諸
先

輩
方
の
苦
労
の
足
跡
に
、お
い
た
わ
し
や
、

と
思
い
な
が
ら
（
苦
笑
）。

―
そ
し
て
、
査
読
が
何
回
も
あ
っ
て
、

修
正
が
大
変
で
し
た
ね
。

Ｅ　
監
修
者
の
歴
史
観
の
違
い
で
、
表
現

が
あ
っ
ち
行
っ
た
り
こ
っ
ち
行
っ
た
り
し

た
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
（
苦
笑
）。

―
単
に「
サ
ー
ビ
ス
を
公
開
し
ま
し
た
」

と
だ
け
書
け
ば
論
争
は
起
き
に
く
い
で
す

が
、
今
回
は
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
が

あ
っ
た
の
か
、
ち
ゃ
ん
と
実
現
で
き
た
の

か
、
当
時
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
書
く
こ

と
に
し
た
の
で
大
変
で
し
た
。

Ｂ　
平
成
11
年
の
答
申（

２
）と

か
を
見
て
い
る

と
、
今
の
目
か
ら
見
る
と
少
し
ピ
ン
ト
が

ず
れ
て
い
る
よ
う
な
記
述
、
た
と
え
ば
、

の
ち
の
ち
技
術
的
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
と

か
、
紙
媒
体
で
も
同
じ
こ
と
が
問
題
に
な

る
の
に
電
子
媒
体
で
だ
け
問
題
視
し
て
い

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
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（１）調査及び立法考査局。
（２）「21 世紀を展望した我が国の納本制度の
在り方―電子出版物を中心に―」。CD=ROM
等のパッケージ系電子出版物を納本制度で収
集することを提言したもの。

普
及
し
始
め
た
頃
の
社
会
の
空
気
の
よ
う

な
も
の
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
て
興
味

深
か
っ
た
で
す
。

Ａ　
電
子
図
書
館
の
初
期
の
構
想
と
か
を

読
ん
だ
の
で
す
が
、
今
も
達
成
で
き
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
く
ら
い
、
か
な
り
崇
高

な
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
刺
激
的
で

し
た
。
今
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
既
製
品

と
し
て
で
き
あ
が
っ
た
形
し
か
見
て
い
な

い
で
す
け
ど
、
本
当
に
実
現
し
た
い
も
の

は
何
だ
っ
け
と
。
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き

る
点
と
し
て
、
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
は

い
い
経
験
に
な
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｅ　
過
去
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
発
想

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
歴
史
を
知
る

の
は
有
用
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
系
で
は
、
発
想
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
て
。
た
と
え
ば
専
門
部
門
を
一

部
集
約
し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
専
門
性

を
高
め
た
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
に
し
た
ほ
う

が
い
い
の
か
、
組
織
改
編
も
含
め
て
何

回
も
何
回
も
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も

（
笑
）。

Ｃ　
国
会
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
と

し
て
は
、
情
報
通
信
技
術
が
発
展
し
、
議

員
の
方
や
秘
書
の
方
も
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
や
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て

自
分
で
調
査
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
当
館
に
は
よ
り
高
度
な
調
査
が
求
め

ら
れ
る
傾
向
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
以
前
は
調
査
結
果
の
資
料
を

取
り
に
来
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
今
は
資
料
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
ス

タ
ッ
フ
が
届
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
議
員

の
方
や
秘
書
の
方
と
距
離
が
で
き
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
分
、議
員
の
要
望
調
査
を
行
っ
た
り
、

議
員
・
秘
書
向
け
の
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
へ
と
変
化
し
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。

Ａ　

先
日
、
後
輩
と
話
し
て
い
た
と
き
、

そ
れ
七
十
年
記
念
館
史
で
読
ん
だ
や
つ

だ
、
歴
史
的
に
は
こ
う
い
う
意
義
が
あ
る

ん
だ
よ
、
と
解
説
で
き
ま
し
た
。

Ｃ　
職
員
向
け
の
研
修
が
あ
る
と
い
い
で

す
よ
ね
。
館
の
歴
史
を
一
か
ら
学
ぶ
、
み

た
い
な
。

―
月
報
で
も
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ　
そ
う
そ
う
、
一
番
最
初
に
、
全
館
に

「
関
係
文
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
み
た

い
な
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
に
、
改
め
て
「
こ
う
い
う
文
書
残
っ
て

い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
の
を
あ
る
部
署
に

問
い
合
わ
せ
た
ら
、
開
か
ず
の
キ
ャ
ビ
ネ

が
あ
っ
て
昔
々
の
文
書
が
出
て
き
た
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ

う
い
う
機
会
で
文
書
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た

り
、
館
の
歴
史
が
共
有
さ
れ
て
い
く
の
は

良
い
こ
と
だ
な
、
と
。

Ｅ　
過
去
の
メ
ー
ル
を
参
照
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

Ｂ　
関
係
し
た
先
輩
方
に
会
議
の
記
録
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
と
聞
い
た
ら
、
ご

そ
っ
と
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

Ｅ　
お
そ
ら
く
１
０
０
年
史
で
は
１
０
０

年
分
を
ト
ー
タ
ル
で
振
り
返
る
こ
と
に
な

る
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
の
分
析
や

評
価
は
30
年
後
の
価
値
基
準
に
な
る
の

で
、
今
回
の
七
十
年
記
念
館
史
で
の
分
析

や
評
価
と
は
ま
た
大
き
く
違
っ
て
く
る
の

か
な
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
70
年
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
振
り
返
っ
た
こ
と
は
、
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
そ
う
で
す
ね
！　

し
ん
ど
か
っ
た
け

ど
、
最
終
的
に
は
有
意
義
だ
っ
た
、
そ
し

て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
。

Ｂ　
そ
う
思
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
心
の
平
穏

を
保
つ
た
め
に
も
良
さ
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
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白
井
文
庫

あの人の蔵書
第4回

豊
田
さ
お
り

白し
ら
い井
光み
つ
た
ろ
う

太
郎
の
履
歴

　

白
井
光
太
郎
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
植
物
学
者
で
す
。
幕
末
の
文
久
３

（
１
８
６
３
）
年
、
福
井
藩
士
の
子
と
し
て
江

戸
の
藩
邸
内
に
生
ま
れ
ま
し
た
。「
光
太
郎
」

は
前
藩
主
松
平
慶
永
（
号
春
嶽　

１
８
２
８‐

１
８
９
０
）
に
よ
る
命
名
で
、
幼
少
時
は
春
嶽

に
可
愛
が
ら
れ
、
毎
夕
英
語
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
、
東
京
大
学
理
学
部
に
入
学
し
、
植
物

学
を
専
攻
し
ま
す
。
在
学
中
に
は
考
古
学

に
も
興
味
を
持
ち
、
級
友
の
坪
井
正
五
郎

（
１
８
６
３‐１
９
１
３
）
と
と
も
に
「
じ
ん
る
い
が

く
の
と
も
」（
日
本
人
類
学
会
の
前
身
）
を

創
設
、
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
に
は
最
初
の

弥
生
式
土
器
を
発
見
と
いっ
た
逸
話
が
あ
り

ま
す
。

　

明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
帝
国
大
学
理
科

大
学
植
物
学
科
を
卒
業
後
、東
京
農
林
学
校

（
の
ち
帝
国
大
学
に
合
併
し
て
帝
国
大
学
農

科
大
学
）の
教
職
に
就
き
、明
治
32（
１
８
９
９
）

年
か
ら
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
か
け
て
は
ベ

ル
リ
ン
に
留
学
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
東

京
帝
国
大
学
に
世
界
で
初
め
て
開
設
さ
れ
た

植
物
病
理
学
講
座
の
初
代
教
授
と
な
り
ま

す
。

　

白
井
は
、
専
門
の
菌
類
学
・
植
物
病
理
学

だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
本
草
学
研
究
に

力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
本
草

関
係
の
書
物
の
海
外
流
出
を
惜
し
み
、
積
極

的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
蔵
書
を
も
と

に
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
に
は
、
日
本
に

お
け
る
博
物
学
発
展
の
歴
史
を
初
め
て
系
統

的
に
ま
と
め
た
『
日
本
博
物
学
年
表
』（
初

版
）を
出
版
し
ま
し
た
。
大
正
14
（
１
９
２
５
）

年
に
東
京
帝
国
大
学
を
退
官
し
た
後
も
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年
、
老
化
防
止
に
服
用
し
て
い
た

漢
方
薬
の
調
合
を
誤
り
急
死
し
ま
し
た
。

白
井
文
庫
の
概
要

　

当
館
の
前
身
の
一つ
で
あ
る
帝
国
図
書
館

は
、
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
か
ら
昭
和
17

（
１
９
４
２
）
年
に
か
け
て
、
白
井
の
旧
蔵
書

約
６
，０
０
０
冊
を
購
入
し
て
い
ま
す（

１
）。
白
井

の
弟
子
の
昆
虫
学
者
矢
野
宗む

ね
も
と幹

（
１
８
８
４‐

１
９
７
０
（
２
））
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
、
当
時
の

評
価
額
よ
り
も
安
価
で
、
し
か
も
３
か
年
の

分
割
払
と
い
う
好
条
件
で
し
た
。
当
時
受
取

り
に
出
向
い
た
職
員
は
、
土
蔵
の
中
の
貴
重

な
書
物
に
、
赤
、
青
、
黄
、
色
と
り
ど
り
の

か
び
が
生
え
て
い
る
の
を
見
て
、
さ
す
が
本

草
学
者
の
手
沢
本
は
生
え
る
か
び
も
違
う
と

感
嘆
し
た
と
回
顧
し
て
い
ま
す（

３
）。
そ
の
後
、

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
は
、
遺
族
か
ら
白

井
の
日
記
や
自
筆
稿
本
類
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
伊
藤
文
庫（

４
）
と
並
び
、
当
館
の
誇
る
本

草
関
係
コ
レ
ク
シ
ョン
の一つ
で
す
。
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旅日記

　

明
治
14
（
１
８
８
１
）
年
か
ら
昭
和
３

（
１
９
２
８
）
年
ま
で
の
旅
行
を
ま
と
め
た
記

録
で
す
。
巻
頭
に
は
家
族
の
情
報
や
、
大

学
卒
業
ま
で
の
履
歴
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
の
紀
州
旅
行

で
は
、
親
交
の
あ
っ
た
博
物
学
者
南
方
熊

楠
（
１
８
６
７
‐
１
９
４
１
）
と
会
い
、
昼
食

時
に
熊
楠
が
ビ
ー
ル
を
６
本
飲
ん
だ
こ
と

ま
で
記
し
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
へ
の
植

物
採
集
旅
行
や
ベ
ル
リ
ン
留
学
時
の
記
録

も
含
ま
れ
、
旅
と
い
う
切
り
口
で
白
井
の

生
涯
を
一
覧
で
き
る
資
料
で
す
。

　

東
京
大
学
予
備
門
時
代
の
夏
休
み
、
級

友
８
人
で
鎌
倉
・
江
の
島
に
行
っ
た
時
の

記
録
。
汽
車
に
も
人
力
車
に
も
乗
ら
な
い

徒
歩
旅
行
を
計
画
し
て
意
気
揚
々
と
出
発

し
た
も
の
の
、
空
腹
と
疲
労
に
負
け
た
友

が
次
々
脱
落
し
て
人
力
車
に
乗
る
中
、
白

井
は
「
断
然
乗
車
を
辞
し
」
歩
き
続
け
ま

し
た
。後
に
採
集
旅
行
で
日
本
各
地
を
巡
っ

た
健
脚
が
こ
の
頃
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

旅
費
が
足
り
ず
宿
賃
の
値
下
げ
交
渉
を
し

た
り
昼
食
を
抜
い
た
り
、
貧
乏
旅
行
の
様

子
を
自
作
の
絵
や
狂
歌
を
添
え
て
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
綴
っ
て
い
ま
す
。  

■『礫水子旅行日程』
白井光太郎 自筆［1881-1928］
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2537127

■『江嶌鎌倉紀行』
白井光太郎 自筆　1881
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2537113
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後
半
が
欠
け
て
い
る
黄
表
紙
に
、
白
井

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
と
絵
を
書
き
足
し

た
も
の
。
白
井
は
幼
い
頃
か
ら
絵
を
得
意

と
し
て
お
り
、
画
業
で
身
を
立
て
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

白
井
の
描
い
た
キ
ノ
コ
の
図
譜
。『
信

陽
菌
譜
』
な
ど
の
書
物
か
ら
採
っ
た
図

と
、
自
身
が
各
地
で
写
生
し
た
図
が
集
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
白
井
は
ベ
ル
リ
ン
に
留

学
し
た
際
、
菌
類
学
者
ヘ
ニ
ン
グ
ス
（Paul 

Christoph H
ennings, 

１
８
４
１
‐
１
９
０
８
）

に
学
名
の
鑑
定
を
依
頼
し
、
一
部
の
図
に

は
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
ペ
ン
で
学
名
を
書
き
込

み
ま
し
た
。

■『ゆめの手まくら
５

』
[ 待名斎今也 作 ]、[ 歌川豊広 画 ]［和泉屋市兵衛］［享和
4 (1804)］
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536876

■『菌蕈譜図』
白井光太郎 自筆、ヘンニングス 鑑定　1931
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2541314

自作の黄表紙

自作の図譜

自作←　→元の黄表紙
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植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
（
１
８
６
２
‐

１
９
５
７
）に
よ
る
コ
ケ
類
の
目
録
の
抜
刷
。

表
紙
右
肩
に
は
英
文
で
著
者
進
呈
の
旨
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
井
と
牧
野
は
同
時

期
に
大
学
の
植
物
学
教
室
で
学
び
、
後
年

ま
で
仲
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
（Philipp 

Franz Balthasar von Siebold, 

１
７
９
６
‐

１
８
６
６
）の
肖
像
。
文
政
９（
１
８
２
６
）年
、

幕
臣
の
本
草
学
者
岩
崎
灌
園
（
１
７
８
６
‐

１
８
４
２
）
が
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
シ
ー

ボ
ル
ト
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
で
、
身
に
着

け
て
い
た
上
着
な
ど
の
素
材
を
絵
の
傍
ら

に
メ
モ
し
て
い
ま
す
。『
日
本
博
物
学
年
表
』

（
増
訂
版
）
の
図
版
で
は
こ
れ
を
反
転
し
た

模
写
の
よ
う
な
肖
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
（
お
そ
ら
く
白
井
の
筆
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
）。
元
は
牧
野
富
太
郎
が
購
入

し
白
井
に
進
呈
し
た
も
の
で
す
が
、
礼
を

言
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
牧
野
が
書
き
残

し
て
い
ま
す（

６
）。

■ A  l i s t  o f  J a p a n e s e  H e p a t i c a e 
d e t e r m i n e d  b y  M r .  F .  S t e p h a n i 
(Leipzig) 牧野富太郎 著 『植物学雑誌』
11（123-124）1897 抜刷
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1678672

■『シイボルト肖像』
岩崎灌園 自筆　文政 9［1826］
https ://dl .ndl .go . jp/ info :ndl jp/
pid/2543107

牧野富太郎との交流

白井の逸話その 1

・人類学者坪井正五郎とは仲が良く、学生時代はしばしば連れ立って発掘に出かけています。
坪井の狂歌「遺跡にてよき物獲んとあせるとき　心は石器胸は土器土器」から楽しさが伝
わってきます。
・西洋嫌いの白井は、学生時代も制帽をかぶらず、歩く時はわざわざ帽子に紐を付けて首か
らぶら下げていました。
・西洋嫌いなのにベルリン留学を命じられた白井、滞在中にパリ万博を見に行って日本の展
示に憤慨したり、最後はストレスのためか神経衰弱で入院してしまいます。
・大食漢かつ甘党で、夕飯を食べた後に汁粉屋に入ることもしばしばあったそうです。
・ いつもは時間厳守の白井ですが古書の収集は最優先だったようで、教え子の証言によれば、
早朝誰も来ないのを狙って古本市に行き、その結果講義に遅れたこともあったとか。
・ 大学を辞めてからは、日本の本草学の研究に専念できてよかったと周囲に洩らしていました。
・ 自分はたくさん本を買っているのに、夫人が着物を買うと馬鹿らしいと嫌味を言ったりし
たそうです。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1678672
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1678672
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543107
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543107


　

中
国
明
代
の
本
草
学
研
究
書
。
動
物
・

植
物
・
鉱
物
約
１
、９
０
０
種
の
名
称
や

薬
効
、
処
方
例
な
ど
を
記
載
し
た
大
著
で
、

日
本
の
本
草
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
掲
載
資
料
は
日
本
で
最
初
に
翻
刻

さ
れ
た
版
で
す
が
、
白
井
文
庫
に
は
他
の

刊
本
も
多
数
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
井

は
日
本
語
完
訳
本
『
頭
註
国
訳
本
草
綱
目
』

の
監
修
・
校
注
を
担
当
し
、
序
で
『
本
草

綱
目
』
は
「
医
薬
に
関
す
る
無
比
の
宝
典
」 

と
評
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
植
物
図
鑑
。

岩
崎
灌
園
に
よ
る
大
作
で
す
。
文
政
11

（
１
８
２
８
）
年
に
原
本
が
完
成
し
、
巻
５

か
ら
巻
10
ま
で
は
文
政
13
（
１
８
３
０
）
年

に
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
巻
11
か
ら
巻
96

ま
で
は
手
書
き
で
作
成
さ
れ
、
希
望
者
に

予
約
頒
布
さ
れ
ま
し
た（

７
）。
白
井
文
庫
の『
本

草
図
譜
』
は
、
巻
５
か
ら
巻
８
ま
で
が
刊

本
、
巻
９
以
降
が
写
本
で
、
信
濃
飯
山
藩

主
本
多
助す

け
と
し賢

（
１
７
９
１
‐
１
８
５
８
）
に
配

布
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、『
本
草
図
譜
』

全
巻
が
木
版
で
刊
行
さ
れ
た
の
は
大
正
時

代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
大
正
版
の
各

冊
末
尾
に
は
、
白
井
が
和
名
を
考
訂
し
た

『
本
草
図
譜
名
疏
』
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

■『本草綱目 53 巻瀕湖脈学 1 巻奇経
八脈攷 1 巻』

（明）李時珍 撰　野田弥次右衛門　寛
永 14 [1637]
https ://dl .ndl .go . jp/ info :ndl jp/
pid/2609005

■『本草図譜 巻 5-96』
岩崎灌園 著　刊写入交
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1288478

本草資料

上が猩 、々下が狒 で々、今でいうオランウータンとオナガザルと思われます。収録されてい
るということは薬の材料になったのでしょうか。ちなみに、この挿絵は中国の初版本から写
したようですが、あまりにゆるいイラストだったので、これより後の和刻本（特 1-862 など）
では描き直されています。

白井の逸話その 2

・南方熊楠とは共に神社合祀反対運動を行う同志でしたが、なかなかうまくいかないので熊楠（となぜか息子も）が剃髪して白井
に詫びたり、外国人に力を借りると言った熊楠に西洋嫌いの白井が怒って絶交状を送りつけたり、いくつか逸話が残っています。
・毒舌家の熊楠ですが、白井の悪口は言わず「至誠の人」と評していました。白井の急死を知った熊楠は自室に籠り一日読経して

いたといいます。
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1  購入時の帝国図書館の文書をデジタル化し、インターネット公開しています。
『白井博士蒐書購入ノ為予算増額申請の件・白井文庫蔵書ノ一部購入ニ関スル一
件書類』https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11447473
2  当館では、矢野とその弟子の長谷川仁（1918-2006）の収集した本草学・
博物学関係資料 217 件を所蔵しており、中には白井の関係資料も含まれています。
リサーチ・ナビ「矢野宗幹・長谷川仁旧蔵資料」
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/Yano-Hasegawa.php
3  岡田温「本草関係図書目録の後に」（『国立国会図書館支部上野図書館所蔵
本草関係図書目録　下』国立国会図書館支部上野図書館　1953）
4  本草学者伊藤圭介（1803-1901）の収集した本草学関係書約 2,000 冊。
リサーチ・ナビ「伊藤文庫」
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-304005.
php
5  豊田さおり「今月の一冊 国立国会図書館の蔵書から ゆめの手まくら―白井光
太郎作画の黄表紙」『国立国会図書館月報』(599) 2011.2
6  「二十四歳のシーボルト画像」（『植物一日一題　随筆』【470.49-M162s2】所収）

7  同じく白井文庫の『本草図譜記』には、頒布先のリストが記載されています。
『本草図譜記』岩崎灌園 自筆　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536967

■参考文献

『白井光太郎著作集 第 1 巻 - 第 6 巻』木村陽二郎 編　科学書院　1985-
1990 【RA211-85】

『南方熊楠大事典』松居竜五、田村義也 編　勉誠出版　2012.1 【GK83-J65】
『日本博物誌総合年表 総合年表編』磯野直秀 著　平凡社　2012.4 【M2-J68】
『日本博物誌総合年表 索引・資料編』磯野直秀 著　平凡社　2012.4 【M2-J69】

■白井文庫の利用について

　白井文庫の資料は請求記号が「特 1」から始まります。和漢書は東京本館古
典籍資料室で所蔵しています。ほぼ全てがデジタル化され、大半はインターネット
公開されています。また、洋書の多くは関西館で所蔵しており、一部がデジタル化
されています。

珍
奇
な
動
植
物
の
24
点
の
図
集
。
掲

載
箇
所
は
寛
政
12
（
１
８
０
０
）
年
に

捕
獲
さ
れ
た
深
海
魚
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ

ツ
カ
イ
の
図
で
す
。

　

江
戸
後
期
の
医
師
坂
本
浩
然
（
１
８
０
０

‐
１
８
５
３
）・
純
沢
（
生
没
年
不
詳
）
兄
弟

に
よ
る
カ
ッ
パ
（
水
虎
）
12
種
の
図
。
猿

に
似
た
顔
、
生
臭
い
、
相
撲
を
好
む
な
ど

の
特
徴
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

■『写生物類品図』
写　https://dl .ndl .go. jp/ info:ndl jp/
pid/1286929

■『水虎十弐品之図』
坂本浩雪 鑒定、坂本純沢 縮図　林奎文房
潤暉［江戸後期］
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2543033
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より便利に！
国立国会図書館の書誌データ

MARC形式 /MARCタグ形式のダウンロードは
2021年 1月開始の新サービス！

こんにちワン！　ぼく、カーネ。国立国会図書館（NDL）の書誌デー
タ提供サービスの広報犬です。NDLでは所蔵資料の書誌データを作っ
て、みんなが使えるようにしているんだ。今年始まった新サービスを中
心に、書誌データの役立つ使い方、ご紹介します。

API（外部提供インタ
フェース）も使えるよ！

NDL の書誌データを使ってアプリを
作ってみたい！　もっと簡単に使いたい！

自館の資料の目録デー
タを作りたいけど、人手・
時間が足りない……

寄贈された古い資料や
自費出版資料、目録の
取り方に迷うなあ……

書誌データは誰でもダウンロードして加工OK！

そのほか、「JAPAN/MARC データ（毎週更新）」
のページから 1 週間単位の MARC 形式データ
をダウンロードするなど、複数の方法があります。
ISBN やキーワードなどで書誌データを検索して、
まとめてダウンロードできるツール（Excel 版）
もご希望の方に提供しています。

国立国会図書館サーチ（NDL サーチ）の書誌
詳細画面から書誌データをダウンロードできます。
・取得は 1 件単位
・データ形 式は、DC-NDL（RDF） ／ JSON

形式／ MARC 形式／ MARC タグ形式

NDL の書誌データを図書館の
システムに取り込んで、目録デー
タとして使えるよ！

利用は誰でも無料！

※利用の条件については、ホームページの「書誌データの利用ルール」（https://www.
ndl.go.jp/jp/use/metadata/index.html）をご確認ください。

30国立国会図書館月報 721/722号 2021.5/6

https://www.ndl.go.jp/jp/use/metadata/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/use/metadata/index.html


「著作」
作品のアイデア自体を表し、原著とその翻訳書、復
刻版などをひとつにまとめるもの。
導入当初は復刻・翻刻または口語訳・現代語訳され
た古典作品の原著作、日本語訳のタイトルが複数存
在する近現代の作品の原著作の典拠を作成します。

「ジャンル・形式用語」
資料の内容の類型や様式を言葉で表すもの。導入当初
は「漫画」「児童図書」「LLブック」「議会資料」を運
用します。

新サービス！

「国立国会図書館典拠
データ検索・提供サービス」
（Web NDLA）が便利！

「著作」「ジャンル・形式
用語」の提供が始まりました！

「源氏物語」の翻刻や口語
訳をまとめて探したい！

タイトルや著者名ではなく
「著作」という概念で検索できる！

タイトルに「源氏物語」が
入ってない作品もあるし…

キーワード検索だと「源氏物語」
を研究した論文も含まれちゃう…

Web NDLA でたとえば「源氏物語」で検索すると…

「源氏物語」を含む著者名等のほかに、「源
氏物語」という著作そのものがヒットします。

Web NDLA の「著作検索」をクリックすると、国立国会
図書館オンラインの検索結果一覧にジャンプ（2020 年
12 月までは NDL サーチ）。
著作「源氏物語」を具体化した資料（翻刻、口語訳など）
の書誌データが一覧できます。

※「著作」「ジャンル・形式用語」とも、開始当初は、
2021 年 1 月以降に新規作成する書誌データのうち、
国内刊行図書および外国刊行和図書の一部について
適用。順次範囲を拡大します。ご期待ください。

※国立国会図書館の書誌データについて今回ご紹介した内容や、さらに詳しい情報は、ホームページの「書
誌データの提供」（https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html）をご覧ください。

覚えておこう

すごいね！
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古
典
籍
、
憲
政
資
料
等
を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
約
７
，６
０
０
点

を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し

ま
し
た
。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
提
供
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
総
数
は
、今
回
追
加
し
た
資
料
を
含
め
、

約
２
７
６
万
点
で
す
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

利
用
休
止
予
定
期
間

令
和
３
年
６
月
21
日
～
令
和
５
年
１
月
４
日

・
東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
41
万
冊

　

�（�

昭
和
44
年
１
月
か
ら
昭
和
62
年
12
月
ま
で
に
整
理
さ
れ
た

和
図
書
の
一
部
）

※�

対
象
資
料
は
順
次
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
の
書
誌
詳
細

画
面
の
所
蔵
一
覧
上
に
、「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」

の
表
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ� >�

資
料
の
保
存� >�

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て� >�

デ
ジ
タ
ル

化
作
業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
７
号

ア�

メ
リ
カ
の
人
身
取
引
対
策
に
関
す
る
法
整
備
の
現
状
―
被
害
者
の

保
護
を
中
心
に
―

Ｅ
Ｕ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
指
令

イ
ギ
リ
ス
の
離
婚
等
に
関
す
る
法
改
正

　レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
４
３
号

償�

却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
何
が
問
題
か
―
課
税
ベ
ー
ス
の

地
域
間
移
動
と
租
税
競
争
の
可
能
性
―

英�

国
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
―
近
年
の
政
策
・
制
度
の
動
向
―

衆
議
院
及
び
参
議
院
に
お
け
る
一
票
の
格
差
―
平
成
21
年
以
降
の
最

高
裁
判
所
判
決
を
踏
ま
え
て
―

欧
米
主
要
国
に
お
け
る
法
人
税
改
革
の
経
緯
と
動
向
（
資
料
）

※�

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
８
４
２
号
は
臨
時
増
刊
の
た
め
、一
般
発
売
さ
れ

ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
図
書
館
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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報
告
書
『
青
少
年
を
め
ぐ
る
課
題
』、『
コ
ロ
ナ
時
代

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
課
題
』、『
ゲ
ノ

ム
編
集
の
技
術
と
影
響
』、『
高
齢
者
を
支
え
る
技
術

と
社
会
的
課
題
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　
　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
令
和
２
年
度
に
行
っ
た
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
次
の
４
冊
の
報
告
書
を
刊
行
し
ま

し
た
。

【
総
合
調
査
】

『
青
少
年
を
め
ぐ
る
課
題
』（
調
査
資
料
２
０
２
０
‐
３
）

　

我
が
国
の
社
会
は
、少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
発
展
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、大
き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
問
題
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
２
月
に
刊
行
し
た
総
合
調

査
報
告
書
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
約
10
年
が
経

過
し
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況
と
課
題
も
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、

青
少
年
と
憲
法（
未
成
年
者
の
人
権
）、世
代
間
の
１
票
の
格
差
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
児
童
の
性
被
害
、
消
費
者
教
育
、
金
融
教
育
、
在
日

外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
、
若
年
雇
用
政
策
、
若
者
と
観
光
の

８
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
コ
ロ
ナ
時
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
課
題
』（
調

査
資
料
２
０
２
０
‐
４
）

　

本
報
告
書
は
、
令
和
２
年
11
月
12
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
ロ
ナ
時
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

動
向
と
課
題
」
の
記
録
集
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
っ
て
生
じ
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
流
布
と
ユ
ー

ザ
行
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
を
題
材
と
し
、
社
会
心
理
学
、

憲
法
学
、
技
術
倫
理
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
議
論
し
ま
し
た
。

　

平
和
博
氏
、鳥
海
不
二
夫
氏
、三
浦
麻
子
氏
、曽
我
部
真
裕
氏
、

板
倉
陽
一
郎
氏
、
久
木
田
水
生
氏
に
よ
る
報
告
、
水
谷
瑛
嗣
郎

氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
記
録
及
び
平
氏
に
よ
る
解
説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
ゲ
ノ
ム
編
集
の
技
術
と
影
響
』（
調
査
資
料
２
０
２
０
‐
５
）

　

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
生
物
の
遺
伝
子
の
持
つ
塩
基
配
列
の

狙
っ
た
箇
所
を
酵
素
で
切
断
し
編
集
す
る
技
術
で
あ
り
、
既
に

農
水
畜
産
物
の
育
種
や
遺
伝
子
治
療
へ
の
応
用
が
試
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
持
続
的
な
経

済
成
長
と
地
球
環
境
の
保
全
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
バ
イ

オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
鍵
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
報
告
書
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
概
要
、
研
究
開
発
の

動
向
、
農
業
・
医
療
・
化
学
等
の
各
分
野
に
お
け
る
社
会
実
装

の
現
状
と
技
術
的
課
題
、
法
規
制
や
政
策
面
の
課
題
、
倫
理
的

課
題
等
に
つ
い
て
、
最
前
線
で
研
究
に
携
わ
る
学
識
経
験
者
の

方
に
も
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
、
整
理
を
試
み
て
い
ま
す
。

『
高
齢
者
を
支
え
る
技
術
と
社
会
的
課
題
』（
調
査
資
料

２
０
２
０
‐
６
）

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
技
術
は
、
車
い
す
や
特
殊
寝
台
等

の
福
祉
用
具
か
ら
、情
報
支
援
デ
バ
イ
ス
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
広
く
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
技
術
に
は
、
そ
の
耐
久
性
や
安
全
性
の
保
証
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
心
身
機
能
の
改
善
や
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
役

割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
報
告
書
は
、
高
齢
者
の
在
宅
で
の
自
立
生
活
を
促
進
す
る

技
術
に
焦
点
を
当
て
、
技
術
の
現
状
や
動
向
、
期
待
さ
れ
る
機

能
や
役
割
、
開
発
や
普
及
に
お
け
る
倫
理
問
題
、
制
度
的
・
法

的
課
題
等
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
会
関
連
情
報>

『
調　

査
資
料
』>

２
０
２
１
年
刊
行
分

　

h
ttp
s://w

w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/jp
/d
iet/p

u
b
licatio

n
/

docum
ent/2021/index.htm

l

https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/2021/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/2021/index.html
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利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　

国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す
る

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
分
析
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.

htm
l

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>
国
立
国
会
図
書
館
に
つ

い
て>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

　

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

※
実
施
期
間　

５
月
６
日
（
木
）
～
10
月
31
日
（
日
）

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
各
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ

ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

総
務
部�

企
画
課�

評
価
係

　

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp

お
も
な
人
事

<

辞
職>

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
　
　
　
山
﨑
　
　
治

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
吉
　
理
彦

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀨
　
淳
子

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
雅
樹

司
書
監
　
収
集
書
誌
部
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
従
子

<

退
職>

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け

電
子
情
報
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
毅
彦

主
幹
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
　
和
宏

<
異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
、
政
治
議
会
調
査
室

主
任
事
務
取
扱
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室

主
任
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

����

寺
倉　

憲
一

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
（
専

門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）　
　
中
渡
　
明
弘

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
調
査

及
び
立
法
考
査
局
次
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
　
修

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任
（
主
幹
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）ロ

ー
ラ
ー
ミ
カ

専
門
調
査
員
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室
主
任
（
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
公
夫

電
子
情
報
部
長
（
総
務
部
副
部
長
、
企
画
課
長
事
務
取
扱
）大

場
　
利
康

司
書
監
　
総
務
部
付
（
司
書
監
　
総
務
部
付
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
企

画
協
力
課
長
兼
務
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
藤
　
美
子

司
書
監
　
総
務
部
付
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
長
兼
務

（
総
務
部
副
部
長
、
総
務
課
長
事
務
取
扱
）　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
良
文

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
（
主
幹
　
調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済

産
業
調
査
室
付
、
経
済
産
業
課
長
事
務
取
扱
）　
　 

　
　 

奥
山
　
裕
之

司
書
監
　
収
集
書
誌
部
付
（
総
務
部
副
部
長
）　
　
　
川
鍋
　
道
子

収
集
書
誌
部
副
部
長
（
収
集
書
誌
部
副
部
長
、
収
集
・
書
誌
調
整
課
長

事
務
取
扱
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

秋
山
　
　
勉

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
、
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
事
務
取
扱

（
総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
）　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
克
尚

総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
（
主
幹
　
調
査
及
び
立
法

考
査
局
総
合
調
査
室
付
、
調
査
企
画
課
長
事
務
取
扱
）　
　
松
山
　
健
二

総
務
部
副
部
長
、
総
務
課
長
事
務
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